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一
、
は
じ
め
に

こ
れ
か
ら
「
檃い
ん
か
つ括
」
と
い
う
行
爲
を
中
心
に
据
え
て
、
そ
の
明
代
に
お
け
る
展

開
を
論
じ
る
の
に
當
た
っ
て
、
ま
ず
檃
括
と
は
何
な
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

宋
詞
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
檃
括
と
い
う
方
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
硏

究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
内
山
精
也
「
蘇
軾
檃
括
詞
考
―
陶

淵
明
「
歸
去
來
の
辭
」
の
改
編
を
め
ぐ
っ
て
―（

1
）」
を
參
考
に
し
て
、
檃
括
に
つ

い
て
そ
の
簡
單
な
概
略
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

北
宋
・
蘇
軾
の
「
哨
徧
（
爲
米
折
腰
）」
詞
（『
全
宋
詞
』
中
華
書
局
・

一
九
六
五
年
、
三
〇
七
頁
）
の
小
序
に
、

　

  

陶
淵
明
賦
歸
去
來
、
有
其
詞
而
無
其
聲
。
…
…
。
乃
取
歸
去
來
詞
、
稍
加
檃

括
、
使
就
聲
律
、
以
遺
毅
夫
。
使
家
僮
歌
之
。

　
　

  

陶
淵
明
「
歸
去
來
」
を
賦
し
、
其
の
詞
有
る
も
其
の
聲
無
し
。
…
…
。
乃

ち
「
歸
去
來
」
の
詞
を
取
り
て
、
稍
や
檃
括
を
加
え
、
聲
律
に
就
か
し
め
、

以
っ
て
毅
夫
に
遺
る
。
家
僮
を
し
て
之
を
歌
わ
し
む
。

と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
蘇
軾
の
「
與
朱
康
叔
二
十
首
」
其
十
三
（『
蘇
軾
文
集
』

中
華
書
局
・
一
九
八
六
年
、
一
七
八
九
頁
）
に
は
、

　

  

舊
好
誦
陶
潛
歸
去
來
、
常
患
其
不
入
音
律
。
近
輒
微
加
增
損
、
作
般
涉
調
哨

遍
。
雖
微
改
其
詞
、
而
不
改
其
意
。
請
以
文
選
及
本
傳
考
之
、
方
知
字
字
皆

非
創
入
也
。

　
　

  

舊
と
陶
潛
の
「
歸
去
來
」
を
誦
す
る
を
好
む
も
、
常
に
其
の
音
律
に
入
ら

ざ
る
を
患
う
。
近
ご
ろ
輒
ち
微
か
に
增
損
を
加
え
、
般
渉
調
「
哨
遍
」
を

作
る
。
微
か
に
其
の
詞
を
改
む
と
雖
も
、
其
の
意
を
改
め
ず
。『
文
選
』

及
び
本
傳
を
以
っ
て
之
を
考
す
る
を
請
う
、
方
に
字
字
皆
創
入
す
る
に
あ

ら
ざ
る
を
知
る
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
に
基
づ
い
て
、「
蘇
軾
檃
括
詞
考
」
で
は
、
蘇
軾
に
お

け
る
檃
括
の
意
味
を
「
詞
以
外
の
各
種
文
學
作
品
を
、
メ
ロ
デ
ィ
に
乘
る
よ
う
必

明
代
の
檃
括
と
そ
の
周
邊

平　
　

塚　
　

順　
　

良
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代
の
檃
括
と
そ
の
周
邊

四
二

要
最
小
限
の
手
を
加
え
て
詞
に
改
編
す
る
こ
と
」
と
定
義
す
る（

2
）。
ま
た
こ
の
ほ

か
に
、宋
一
代
の
檃
括
を
論
じ
た
も
の
に
は
、内
山
精
也
「
兩
宋
檃
括
詞
考
」（『
村

山
𠮷
黃
敎
授
古
稀
紀
念
中
國
古
典
學
論
集
』
汲
古
書
院
・
二
〇
〇
〇
年
）
や
、
吳

承
學
「
宋
代

括
詞
」（『
文
學
遺
產
』
二
〇
〇
〇
年
四
期
）
な
ど
が
あ
る
。

宋
代
に
お
け
る
檃
括
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
あ
る
程
度
硏
究
が
進
ん

で
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
時
代
は
下
っ
て
元
明
代
の
檃
括
と
な
る
と
、
管
見

の
限
り
硏
究
は
さ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
拙
論
で
は
、
こ
う
し
た
檃

括
と
呼
ば
れ
る
行
爲
が
、
明
代
に
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
論
じ
る
。
明
代

に
至
る
と
、
歌
う
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
宋
詞
に
對
し
て
檃
括
を
加
え
、
南
曲

に
改
編
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
檃
括
に
似
た
行
爲
と
し
て
、

北
曲
を
南
曲
に
作
り
變
え
る
こ
と
や
、
他
人
の
劇
作
を
舞
臺
で
歌
い
易
い
か
た
ち

へ
と
改
め
る
こ
と
な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
檃
括
に
類
似
す
る

營
み
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
明
代
に
お
け
る
檃
括
と
そ
の
周
邊
に
つ
い
て
、
考
え

て
み
た
い
。二

、
元
代
散
曲
と
檃
括

明
代
に
は
檃
括
を
巡
っ
て
大
き
な
變
化
が
起
き
る
が
、
明
代
に
つ
い
て
語
る
前

に
、
ま
ず
は
元
代
に
お
け
る
檃
括
を
巡
る
變
化
に
つ
い
て
、
簡
單
に
で
は
あ
る
が

觸
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

元
・
楊
朝
英
『
陽
春
白
雪
』
前
集
卷
二
に
は
、
阿
魯
威
の
「
蟾
宮
曲
」
十
六

が
收
め
ら
れ
て
お
り
、小
序
に
「
前
九
首
以
楚
辭
九
歌
品
成
（
前
九
首
は
『
楚
辭
』

九
歌
を
以
っ
て
品
成
す
）」
と
あ
る
。「
品
」
に
は
、「
吹
奏
す
る
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
、
例
え
ば
元
・
童
童
學
士
「
鬪

鶉
（
良
友
曾
題
）」
套
數
（
元
・
楊
朝

英
『
太
平
樂
府
』
卷
七
）
に
は
、「
品
竹
調
弦
」
と
の
用
例
が
見
え
る
。「
檃
括
」

と
は
言
わ
ず
、「
品
成
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
作
品

は
『
楚
辭
』
九
歌
の
内
容
を
、
北
曲
「
蟾
宮
曲
」
に
合
わ
せ
て
歌
唱
で
き
る
よ
う

に
作
り
變
え
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
阿
魯
威
「
蟾
宮
曲
」
東
皇
太
乙
と
『
楚
辭
』

九
歌
・
東
皇
太
一
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　

阿
魯
威
「
北
雙
調
・
蟾
宮
曲
」
東
皇
太
乙

　

  

穆
將
愉
兮
太
乙
東
皇
。
佩
姣
服
菲
菲
、劍
珥
琳
琅
。
玉
瑱
瓊
芳
。
烝
肴
蘭
藉
、

桂
酒
椒
漿
。
揚
枹
鼓
兮
安
歌
浩
倡
。
紛
五
音
兮
琴
瑟
笙
簧
。
日
吉
辰
良
。
繁

會
祁
祁
、
旣
樂
而
康
。

　
『
楚
辭
』
九
歌
・
東
皇
太
一

　

  

吉
日
兮
辰
良
、
穆
將
愉
兮
上
皇
。
撫
長
劍
兮
玉
珥
、
璆
鏘
鳴
兮
琳
琅
。
瑤
席

兮
玉
瑱
、
盍
將
把
兮
瓊
芳
。
蕙
肴
蒸
兮
蘭
藉
、
奠
桂
酒
兮
椒
漿
。
揚
枹
兮
拊

鼓
、
疏
緩
節
兮
安
歌
、
陳

瑟
兮
浩
倡
。
靈
偃
蹇
兮
姣
服
、
芳
菲
菲
兮
滿
堂
。

五
音
紛
兮
繁
會
、
君
欣
欣
兮
樂
康
。

阿
魯
威
の
「
蟾
宮
曲
」
が
五
十
七
字
か
ら
な
る
の
に
對
し
て
、
そ
の
元
と
な
っ

た
『
楚
辭
』
九
歌
・
東
皇
太
一
は
、
八
十
七
字
か
ら
な
っ
て
お
り
、
三
十
字
多
い
。

そ
の
た
め
、
阿
魯
威
「
蟾
宮
曲
」
で
は
、
省
略
さ
れ
て
い
る
部
分
も
多
い
。
ま
た
、

原
作
で
は
第
一
句
目
に
當
た
る
「
吉
日
兮
辰
良
」
が
、「
蟾
宮
曲
」
で
は
第
九
句

目
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
辭
句
を
前
後
さ
せ
る
部
分
が
見
受
け
ら
れ
る
。

「
蟾
宮
曲
」
で
は
、
原
作
に
見
ら
れ
な
い
十
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
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を
順
に
確
認
し
て
い
く
と
、
原
作
の
「
上
皇
」
を
、
第
一
句
目
で
は
「
太
乙
東
皇
」

と
す
る
が
、『
楚
辭
』
王
逸
注
に
「
上
皇
、
謂
東
皇
太
一
也
（
上
皇
、
東
皇
太
一

を
謂
う
な
り
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
指
示
す
る
対
象
は
同
一
で
あ
る
。「
蟾
宮
曲
」

は
第
二
句
目
に
「
佩
」
字
を
用
い
る
が
、こ
れ
は
原
作
に
な
い
。
原
作
が
「

瑟
」

と
す
る
の
に
對
し
、
第
八
句
目
は
こ
れ
を
「
琴
瑟
笙
簧
」
と
す
る
。
ど
ち
ら
も
管

樂
器
・
弦
樂
器
の
組
み
合
わ
せ
と
言
う
點
で
、
大
枠
は
變
わ
ら
な
い
。
第
十
句
目

の
「
祁
祁
」
は
、
盛
ん
な
樣
を
言
う
が
、
こ
れ
は
原
作
に
對
應
す
る
語
を
見
い
だ

せ
な
い
。
原
作
「
樂
康
」
を
、
末
句
は
「
旣
樂
而
康
」
と
す
る
が
、「
旣
・
而
」

と
も
に
虛
詞
で
あ
り
、「
す
で
に
樂
し
か
し
て
康
」
と
四
字
句
に
伸
ば
し
た
に
過

ぎ
な
い
。
よ
っ
て
「
蟾
宮
曲
」
に
用
い
ら
れ
た
文
字
の
中
で
、
原
作
と
密
接
に
關

連
し
な
い
文
字
は
「
佩
」「
祁
」
の
二
字
の
み
で
あ
る
と
言
え
る
。「
蟾
宮
曲
」
は
、

ほ
ぼ
『
楚
辭
』
東
皇
太
一
の
内
容
に
沿
っ
て
再
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
元
代
に
は
、
歌
法
の
傳
わ
ら
な
い
作
品
を
、
散
曲
の
北
曲
小
令
へ

作
り
變
え
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、阿
魯
威「
蟾

宮
曲
」
で
は
、「
品
成
」
と
い
う
言
葉
が
選
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
行
爲
を
「
檃
括
」

と
は
言
わ
な
い
。

三
、
朱
應
辰
と
檃
括

さ
て
、
前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
元
代
に
は
歌
法
の
傳
わ
ら
な
い
作
品
を
、
詞

で
は
な
く
、
散
曲
の
北
曲
小
令
に
作
り
變
え
る
と
い
う
營
み
が
、
す
で
に
行
わ
れ

て
い
た
。
で
は
明
代
に
入
る
と
、
檃
括
を
め
ぐ
る
環
境
は
ど
の
よ
う
な
變
化
を
遂

げ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
嘉
靖
の
こ
ろ
の
樣
相
を
確
認
し
て
ゆ
く
こ
と
に

し
た
い
。

朱
應
辰
は
、『（
嘉
靖
）
惟
揚
志
』
卷
二
十
・
人
物
志
下
（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』

史
部
一
八
四
册
、
齊
魯
書
社
・
一
九
九
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
字
は
拱
之
、
寶
應
の

人
、
嘉
靖
十
一
年
に
歳
貢
生
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
朱
應
辰
の
南
曲
套
數

「
步
步
嬌
（
鐘
送
黃
昏
雞
報
曉
）」（『
全
明
散
曲
』
齊
魯
書
社
・
一
九
九
四
年
、

一
二
六
九
頁
）
に
附
さ
れ
た
小
序
に
は
、

　

  

草
堂
詩
餘
中
有
警
悟
數
詞
、
人
咸
誦
之
。
惜
未
能
被
諸
聲
歌
、
以
宣
發
之
爾
。

余
居
環
樓
、
長
宵
夢
醒
每
聞
鐘
聲
。
偶
誦
秦
少
游
蝶
戀
花
首
句
鐘
送
黃
昏
雞

報
曉
。
一
時
感
興
、
遂
合
五
詞
填
腔
易
韻
、
以
南
音
屬
套
歌
之
。

　
　

  『
草
堂
詩
餘
』
中
に
「
警
悟
」
の
數
詞
有
り
、
人
咸み
な

之
を
誦
す
。
惜
し
む

ら
く
は
未
だ
能
く
諸
聲
歌
を
被
ら
ず
、
之
を
宣
べ
發
す
る
を
以
っ
て
す
る

の
み
。
余
環
樓
に
居
り
て
、
長
宵
夢
醒
め
每
に
鐘
聲
を
聞
く
。
偶
た
ま
秦

少
游
「
蝶
戀
花
」
の
首
句
「
鐘
は
黃
昏
を
送
り
雞
は
曉
を
報
ず
」
を
誦
す
。

一
時
の
感
興
、遂
に
五
詞
を
合
わ
せ
て
腔
に
填
し
韻
を
易
え
、南
音
を
以
っ

て
套
に
屬
し
て
之
を
歌
う
。

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
少
な
く
と
も
朱
應
辰
の
周
圍
で
は
、
詞
樂
は
絶
え
て
し

ま
い
、
歌
う
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ（

3
）。
朱
應
辰
は
、
五

の
詞
を
選
び
出
し
、
こ
れ
を
南
曲
套
數
に
作
り
變
え
、
再
び
歌
え
る
よ
う
に
し
た

の
で
あ
る
。
朱
應
辰
は
、
檃
括
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
な
い
が
、
小
序
を
見
る

限
り
で
は
、
こ
れ
は
檃
括
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
で
は
、
朱
應
辰

が
選
び
出
し
た
五
詞
と
は
、
具
體
的
に
ど
の
作
品
を
指
す
の
か
、
以
下
に
示
そ
う
。
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一
、
宋
・
秦
觀
「
蝶
戀
花
（
鐘
送
黃
昏
雞
報
曉（

4
））」

二
、
宋
・
朱
敦
儒
「
西
江
月
（
世
事
短
如
春
夢
）」

三
、
宋
・
蘇
軾
「
滿
庭
芳
（
蝸
牛
虛
名
）」

四
、
明
・
楊
基
「
如
夢
令
（
窗
外
月
斜
雞
叫（

5
））」

五
、
宋
・
兪
國
寶
「
風
入
松
（
一
春
長
費
買
花
錢（

6
））」

『
草
堂
詩
餘
』
に
は
、
分
類
本
系
統
と
分
調
本
系
統
が
あ
り
、
四
季
雜
題
な
ど

内
容
に
よ
っ
て
分
類
す
る
も
の
が
分
類
本
系
統
、
一
方
字
數
の
多
寡
に
よ
っ
て
詞

牌
別
に「
小
令
」「
中
調
」「
長
調
」に
分
類
す
る
も
の
が
分
調
本
系
統
で
あ
る（

7
）。『
草

堂
詩
餘
』
の
版
本
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
い
ま
分
類
本
系
統
に
屬
す
る
、
明
洪
武

二
十
五
年
遵
正
書
堂
本
『
草
堂
詩
餘
』（『
續
修
四
庫
全
書
』
第
一
七
二
八
册
、
上

海
古
籍
出
版
社
・
一
九
九
五
〜
二
〇
〇
三
年
。
以
下
、
洪
武
本
と
呼
ぶ
）
を
ひ
も

と
い
て
み
る
と
、
秦
觀
「
蝶
戀
花
」
は
、
後
集
卷
下
「
人
事
上
・
感
舊
」
に
分
類

さ
れ
て
お
り
、朱
敦
儒
「
西
江
月
」・
蘇
軾
「
滿
庭
芳
」
は
、後
集
卷
下
「
人
事
上
・

警
悟
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
朱
應
辰
の
小
序
に
「
草
堂
詩
餘
中
有
警
悟
數
詞
」

と
あ
っ
た
の
は
、
分
類
本
『
草
堂
詩
餘
』
に
お
け
る
「
警
悟
」
の
項
目
を
指
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
朱
應
辰
の
見
た
『
草
堂
詩
餘
』
は
、
分
類
本
系
統
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
明
・
楊
基
「
如
夢
令
」
と
宋
・
兪
國
寶
「
風
入
松
」

に
つ
い
て
、
洪
武
本
や
そ
の
他
三
種
の
分
類
本
『
草
堂
詩
餘（

8
）』
は
、
み
な
收
錄

し
な
い
。

『
草
堂
詩
餘
』
は
、
唐
宋
詞
の
選
集
で
あ
っ
て
、
明
・
楊
基
の
作
品
を
收
錄
し

た
未
知
の『
草
堂
詩
餘
』の
版
本
が
存
在
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
明
・
楊
基「
如

夢
令
」
と
宋
・
兪
國
寶
「
風
入
松
」
に
つ
い
て
、
朱
應
辰
は
『
草
堂
詩
餘
』
以
外

の
資
料
に
よ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

朱
應
辰
の
改
編
が
檃
括
と
言
い
得
る
も
の
か
を
檢
討
す
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
朱

應
辰
の
套
數
か
ら
首
曲
の
み
を
取
り
出
し
て
、
宋
・
秦
觀
「
蝶
戀
花
（
鐘
送
黃
昏

雞
報
曉
）」
と
對
照
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

朱
應
辰
「
南
仙
呂
入
雙
調
・
步
步
嬌
」
曲

　

  

鐘
送
黃
昏
雞
報
曉
。
世
事
何
時
了
。
相
催
暮
與
朝
。
春
去
秋
來
、
依
舊
生
芳

草
。
獨
上
小
樓
高
。
天
涯
一
點
靑
山
小
。

　

秦
觀
「
蝶
戀
花
」
詞

　

  

鐘
送
黃
昏
雞
報
曉
。
昏
曉
相
催
、
世
事
何
時
了
。
萬
古
千
愁
人
自
老
。
春
來

依
舊
生
芳
草
。

　

  

忙
處
人
多
閒
處
少
。
閒
處
光
陰
幾
個
人
知
道
。
獨
上
高
樓
雲
杳
杳
。
天
涯
一

點
靑
山
小
。

朱
應
辰
の
「
步
步
嬌
」
が
、
三
十
八
字
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
元
と
な
っ
た
秦

觀
「
蝶
戀
花
」
は
六
十
字
で
あ
り
、二
十
二
字
多
い
。
朱
應
辰
の
「
步
步
嬌
」
で
は
、

文
辭
を
省
略
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
ほ
ぼ
原
作
の
内
容
を
忠
實
に
反
映
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
朱
應
辰
「
步
步
嬌
」
で
は
、
原
作
で
用
い
ら
れ
て
い
な
い
文
字

が
六
字
使
わ
れ
て
い
る
。
原
作
「
昏
曉
」
を
、三
句
目
で
は
「
暮
與
朝
（
暮
と
朝
）」

と
言
い
換
え
て
い
る
が
、
意
味
に
大
き
な
隔
た
り
は
な
い
。
原
作
は
「
春
來
」
と

春
の
到
來
を
言
う
の
み
で
あ
る
が
、
四
句
目
は
「
春
去
秋
來
」
と
し
て
春
秋
の
循

環
を
言
い
、こ
の
部
分
は
い
さ
さ
か
の
差
異
を
生
じ
て
い
る
と
言
え
る
。
原
作「
高
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樓
」
が
、六
句
目
で
「
小
樓
高
」
と
な
っ
て
お
り
「
小
」
一
字
が
增
添
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
朱
應
辰
「
步
步
嬌
」
三
十
八
字
の
中
で
、
原
作
と
關
連
の
な
い
文
字
は

「
去
・
秋
・
小
」
の
三
字
に
と
ど
ま
り
、
最
小
限
の
改
變
を
加
え
た
の
み
で
あ
る

と
言
い
得
る
。

そ
れ
ぞ
れ
獨
立
し
た
別
個
の
詞
五

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
上
で
、
南
曲
套
數
に

作
り
變
え
る
場
合
、
ど
の
詞
を
選
び
出
し
繫
ぎ
合
わ
せ
る
か
に
、
ま
ず
創
意
の
餘

地
が
あ
る
。
こ
れ
は
集
句
詩
の
発
想
に
似
る
が
、
集
句
詩
は
旣
存
の
詩
か
ら
一
句

を
取
り
出
し
、
そ
れ
を
繫
ぎ
合
わ
せ
て
新
た
な
詩
境
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
す（

9
）。

こ
れ
に
対
し
、
朱
應
辰
は
詞
一

を
そ
の
ま
ま
選
び
出
し
、
こ
れ
を
五

繫
ぎ
合

わ
せ
た
点
で
、
新
た
な
試
み
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

宋
代
の
檃
括
を
定
義
す
る
の
に
は
、「
歌
法
の
傳
わ
ら
な
い
作
品
を
、
ふ
た
た

び
歌
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
最
小
限
の
改
編
を
加
え
詞
へ
と
作
り
變
え
る
」
と

い
う
こ
と
で
問
題
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
朱
應
辰
が
お
こ
な
っ
た
行
爲
は
、「
歌

法
の
傳
わ
ら
な
い
詞
を
、
ふ
た
た
び
歌
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
改
編
を
加
え
、

南
曲
へ
と
作
り
變
え
る
」
と
定
義
で
き
る
。
朱
應
辰
の
行
爲
は
、
宋
代
檃
括
の
定

義
で
は
包
括
し
き
れ
な
い
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
檃
括
を
「
歌
法
の
傳
わ
ら
な
い

作
品
を
、
再
び
歌
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
改
編
を
加
え
詞
曲
へ
作
り
變
え
る
こ

と
」
と
、
新
た
に
定
義
し
直
す
こ
と
で
、
前
章
で
述
べ
た
阿
魯
威
、
本
章
で
述
べ

た
朱
應
辰
の
行
爲
を
も
、
檃
括
の
系
譜
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
な

お
第
六
章
で
紹
介
す
る
沈
璟
の
作
品
は
、
明
ら
か
に
こ
の
新
た
な
定
義
の
意
味
で

「
檃
括
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
。
以
降
で
は
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
新
た
な

檃
括
の
定
義
に
從
っ
て
、
論
述
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

四
、
梁
辰
魚
と
改
定

明
・
張
大
復
『
梅
花
草
堂
筆
談
』
卷
十
二
「
崑
腔
」
に
は
、梁
辰
魚
（
一
五
一
九

〜
一
五
九
一（
10
））、
字
は
伯
魚
に
ま
つ
わ
る
記
事
を
載
せ
て
、

　

  

時
吾
鄕
有
陸
九
疇
者
、
亦
善
轉
音
。
顧
與
良
輔
角
、
旣
登
壇
、
卽
願
出
良
輔

下
。
梁
伯
龍
聞
、
起
而
效
之
、
考
訂
元
劇
、
自
翻
新
調
、
作
江
東
白
苧
浣
沙

諸
曲
。

　
　

  

時
に
吾
が
鄕
に
陸
九
疇
な
る
者
有
り
、
亦
た
轉
音
を
善
く
す
。
顧か
え

っ
て
良

輔
と
角く
ら

べ
ん
と
し
、
旣
に
登
壇
し
、
卽
ち
良
輔
の
下
に
出
づ
る
を
願
う
。

梁
伯
龍
聞
き
て
、
起
ち
て
之
に
效
い
、
元
劇
を
考
訂
し
、
自
ら
新
調
に
翻

し
、『
江
東
白
苧
』『
浣
沙
』
の
諸
曲
を
作
る
。

と
あ
る
。
梁
辰
魚
は
、
崑
山
腔
を
創
始
し
た
魏
良
輔
に
同
調
し
、
元
雜
劇
に
考
訂

を
加
え
る
な
ど
し
て
、崑
山
腔
に
合
致
す
る
よ
う
に
作
り
變
え
た
。
そ
の
成
果
は
、

彼
の
散
曲
集
『
江
東
白
苧
』
や
、代
表
作
『
浣
沙
記
』
な
ど
に
反
映
さ
れ
て
い
る
、

と
述
べ
る
。

で
は
、
こ
の
記
事
に
あ
る
よ
う
な
事
實
を
、
現
存
す
る
梁
辰
魚
の
實
作
に
見
出

す
こ
と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

梁
辰
魚
『
浣
沙
記
』
は
、
范
蠡
と
西
施
の
悲
歡
離
合
を
軸
と
し
て
吳
楚
の
興
亡

を
描
く
戲
曲
で
あ
る
。
元
雜
劇
に
は
關
漢
卿「
進
西
施
」・
趙
明
道「
范
蠡
歸
湖
」・

宮
天

「
越
王
嘗
膽
」
が
か
つ
て
存
在
し
た
こ
と
を
、
元
・
鍾
嗣
成
『
錄
鬼
簿
』

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
す
べ
て
現
存
し
な
い
。
よ
っ
て
、『
浣
沙
記
』



明
代
の
檃
括
と
そ
の
周
邊

四
六

が
ど
れ
ほ
ど
先
行
す
る
元
雜
劇
を
採
り
入
れ
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

で
は
、
散
曲
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
梁
辰
魚
に
は
、
元
曲
で
は
な
く
、
同
時
代
の

散
曲
に
改
定
を
施
し
た
例
を
い
く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
江
東
白
苧
』
卷

上
に
收
め
ら
れ
て
い
る
、「
南
南
呂
・
梁
州
序
（
瑤
臺
寂
靜
）」
套
數
は
、「
初
夏

題
情
、
改
定
陳
大
聲
原
作
（
初
夏
題
情
、
陳
大
聲
の
原
作
を
改
定
す
）」
と
題
し
、

さ
ら
に
そ
の
小
序
に
は
、

　

  

白
下
陳
公
、
南
都
俠
客
、
凝
情
於
可
雪
、
寄
傲
於
梨
雲
、
實
聲
苑
之
通
侯
、

詞
林
之
開
士
也
。
但
其
精
專
北
調
、
脫
略
南
歌
、
楚
學
齊
言
、
殊
非
本
色
。

婢
作
家
婦
、
終
不
似
眞
。
故
於
南
呂
諸
篇
、
偶
定
梁
州
一
序
、
因
原
詞
而
稍

易
其
字
、
倣
舊
譜
而
略
損
其
煩
。

　
　

  

白
下
の
陳
公
は
、
南
都
の
俠
客
に
し
て
、
情
を
可
雪
に
凝
ら
し
、
傲
を
梨

雲
に
寄
せ
、
實
に
聲
苑
の
通
侯
、
詞
林
の
開
士
な
り
。
但
だ
其
の
北
調
に

精
專
し
て
、
南
歌
を
脱
略
す
る
は
、
楚
の
齊
言
を
學
ぶ
が
ご
と
く
、
殊
に

本
色
に
非
ず
。
婢
の
家
婦
と
作
る
も
、
終
に
眞
に
似
ざ
る
が
ご
と
し
。
故

に
南
呂
諸
篇
に
於
い
て
、
偶
た
ま
梁
州
一
序
に
定
め
、
原
詞
に
因
り
て
稍

や
其
の
字
を
易
え
、
舊
譜
に
倣
い
て
略
ぼ
其
の
煩
を
損
ら
せ
り
。

と
あ
る
。
明
・
陳
鐸
は
、
字
を
大
聲
と
言
い
、
そ
の
散
曲
集
に
『
可
雪
齋
稿
』『
梨

雲
寄
傲
』
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
例
は
、
梁
辰
魚
が
、
陳
鐸
の
南
曲
套
數
を
本
色
と

は
言
え
な
い
出
來
榮
え
で
あ
る
と
み
な
し
、
改
定
を
加
え
た
こ
と
を
物
語
る
。
陳

鐸
の
散
曲
集
は
現
存
す
る
が
、
坐
隱
先
生
こ
と
汪
廷
訥
が
精
訂
を
施
し
た
も
の
で

あ
り
、
例
え
ば
書
名
を
『
坐
隱
先
生
精
訂
可
雪
齋
稿
』（『
續
修
四
庫
全
書
』
第

一
七
三
八
册
）
と
言
う
。
つ
ま
り
現
在
に
傳
わ
る
陳
鐸
の
散
曲
は
、
み
な
改
訂
を

經
た
も
の
で
あ
り
、
比
較
で
き
る
原
作
を
持
た
な
い
と
言
え
る
。

梁
辰
魚
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
『
續
江
東
白
荢
』
卷
上
に
、「
改
定
武
林
沈
靑

門
作
」
と
題
す
る
「
南
南
呂
・
懶
畫
眉
（
小
名
兒
牽
挂
在
心
頭
）」
套
數
や
、「
改

定
金
陵
金
白
嶼
蕭
爽
齋
集
寄
情
作
」
と
題
す
る
「
南
南
呂
・
紅
衲
襖
（

香
肩
）」

套
數
な
ど
が
あ
る
。
沈
靑
門
の
作
は
、
ど
れ
が
最
も
原
作
に
近
い
の
か
を
特
定
す

る
こ
と
が
難
し
く
、
金
白
嶼
『
蕭
爽
齋
樂
府
』
は
、
後
世
の
改
訂
を
經
た
も
の
の

み
が
傳
わ
り
、
ど
ち
ら
も
原
作
と
改
定
と
の
比
較
を
お
こ
な
う
こ
と
は
難
し
い（
11
）。

以
上
に
述
べ
て
き
た
梁
辰
魚
の
一
連
の
行
爲
は
、
當
時
ま
だ
歌
う
こ
と
の
で
き

た
南
曲
套
數
に
對
し
て
、
手
直
し
を
加
え
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
別
の
文
體

へ
作
り
變
え
た
わ
け
で
も
な
い
。
梁
辰
魚
の
行
爲
は
、曲
題
に
お
い
て
も
「
改
定
」

と
い
う
言
葉
が
選
ば
れ
て
お
り
、「
檃
括
」
の
定
義
か
ら
は
外
れ
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
改
定
に
類
す
る
行
爲
は
、
ほ
か
に
も
李
開
先
が
元
雜
劇
に
改
定
を

施
し
た
『
改
定
元
賢
傳
奇
』（『
續
修
四
庫
全
書
』
第
一
七
六
〇
册
）
や
、
臧
懋
循

が
元
雜
劇
を
改
め
た
『
元
曲
選（
12
）』
な
ど
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

五
、
沈
璟
と
翻
曲

前
章
で
は
、
梁
辰
魚
が
他
者
の
南
曲
に
改
定
を
加
え
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た

が
、
こ
れ
か
ら
話
題
に
の
ぼ
そ
う
と
す
る
沈
璟
（
一
五
五
三
〜
一
六
一
〇（
13
））
は
、

北
曲
を
南
曲
へ
「
翻

ひ
る
が
えす
」
行
爲
と
、
詞
を
南
曲
へ
作
り
變
え
る
「
檃
括
」
と
の
兩

方
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
行
爲
を
意
識
的
に
峻
別
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。は

じ
め
に
、
沈
璟
の
戲
曲
改
定
に
つ
い
て
一
言
觸
れ
て
お
き
た
い
。
沈
璟
は
、
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ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
湯
顯
祖
の
『
還
魂
記
』
を
改
易
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
間
の

事
情
は
す
で
に
岩
城
秀
夫「
沈
璟
と
湯
顯
祖
」（『
中
國
古
典
劇
の
硏
究
』創
文
社
・

一
九
八
六
年
）
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
事
實
を
確
認

す
る
だ
け
に
留
め
、
拙
論
で
は
、
沈
璟
の
散
曲
に
焦
點
を
當
て
て
論
を
進
め
る
こ

と
に
し
た
い
。

王
驥
德
『
曲
律
』
卷
四
・
雜
論
第
三
十
九
下
は
、
沈
璟
の
著
作
を
列
擧
す
る
中

で
、「
取
元
人
詞
易
爲
南
調
、
曰
曲
海
靑
冰
二
卷
（
元
人
の
詞
を
取
り
易
え
て
南

調
と
爲
す
、
曰
わ
く
『
曲
海
靑
冰
』
二
卷
）」
と
言
う
。
沈
璟
『
曲
海
靑
冰
』
は

現
存
し
な
い
が
、
馮
夢
龍
『
太
霞
新
奏
』
に
は
、「
翻
元
詞
」「
翻
北
詞
」
な
ど
と

題
さ
れ
た
沈
璟
の
作
が
、
多
く
收
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
『
曲
海
靑
冰
』
に

來
源
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。『
太
霞
新
奏
』
の
言
う
「
元
詞
」「
北
詞
」
と
は
、
元

曲
・
北
曲
を
指
し
、
北
曲
を
南
曲
へ
と
翻
し
た
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
こ
れ
ら

の
作
品
を
す
べ
て
拔
き
出
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
一
覽
に
示
す
沈
璟
の

作
は
、
す
べ
て
套
數
で
あ
る
。

泣
顏
回

皂
羅
袍

皂
羅
袍

皂
羅
袍

八
聲
甘
州

曲
牌

風
露
怯
靑

衫 目
斷
鱗
鴻

無
信

得
遇
鸞
凰

佳
配

別
後
春
山

眉
淡

因
緣
簿
冷

初
句

秋
懷
、
翻
元
詞

閨
情
、
翻
元
詞

別
情
、
翻
元
詞

別
恨
、
翻
元
詞

集
雜
劇
名
、
翻

元
人
吳
昌
齡
北

詞 題
名

湯
式
「
新
水
令
（
碧
天
風
露
怯
靑

衫
）」

無
名
氏
「
罵
玉
郞
過
感
皇
恩
採
茶

歌
（
粧
臺
目
斷
鱗
鴻
信
）」

鍾
嗣
成
「
罵
玉
郞
過
感
皇
恩
採
茶

歌
（
風
流
得
遇
鸞
凰
配
）」

無
名
氏
「
鬪

鶉
（
一
點
芳
心
）」

×原
作

全
元
散
曲

1478

頁

全
元
散
曲

1679

頁

全
元
散
曲

1359

頁
（
14
）

全
明
散
曲

5476

頁

原
作
の
掲
載
頁

步
步
嬌

步
步
嬌

步
步
嬌

黃
鶯
兒

金
梧
桐

金
梧
桐

山
坡
羊

集
賢
賓

集
賢
賓

太
平
歌

畫
眉
序

瑣
窗
寒

駐
馬
聽

石
榴
花

杜
宇
無
情

閒
合
氣

楊
柳
枝
頭

黃
昏
月

一
葉
梧
桐

驚
秋
早

淸
瘦
仗
誰

醫 煙
消
楊
柳

絲 柳
含
煙
翡

翠
柔

竊
香
的
撩

蜂
撥
蠍

一
聲
杜
宇

落
照
間

彩
雲
收
鳳

臺
秋
露
冷

鶯
穿
柳

冷
雨
落
梧

桐 想
當
初
普

救
寺
鶯
鶯

敗
葉
蕭
蕭

碧
桃
花
外

忽
聽
一
聲

鐘

告
杜
鵑
、
翻
元

詞 閨
思
、
翻
北
詞

秋
思
、
翻
陳
秋

碧
北
詞

客
懷
、
翻
元
詞

傷
秋
、
翻
元
詞

相
思
曲
、
翻
元

詞 怨
憶
、
翻
元
人

北
詞

傷
春
、
翻
元
詞

男
思
情
、
元
人

北
詞

春
恨
、
翻
北
詞

憶
舊
、
翻
北
詞

翻
北
詞

秋
閨
、
翻
鄭
德

輝
北
詞

春
恨
、
翻
元
詞

曾
瑞
「
罵
玉
郞
過
感
皇
恩
採
茶
歌

（
無
情
杜
宇
閑
淘
氣
）」

無
名
氏
「
步
步
嬌
（
楊
柳
枝
頭
黃

昏
月
）」・
朱
庭
玉
「
一
枝
花
（
慵

輔
翡
翠
鬟
）」

陳
鐸
「
集
賢
賓
（
瑣
窗
寒
井
梧
秋

到
早
）」

侯
克
中
「
菩
薩
蠻
（
鏡
中
兩
鬢
皤

然
矣
）」

詹
時
雨
「
一
枝
花
（
銀
杏
葉
凋
零

鴨

黃
）」

仲
誼「
死
葬
鴛
鴦
塚
」雜
劇「
一

枝
花
（
柳

煙
翡
翠
柔
）」

無
名
氏
「
鬪

鶉
（
送
玉
傳
香
）」

無
名
氏
「
集
賢
賓
（
一
聲
杜
宇
落

照
間
）」

無
名
氏
「
集
賢
賓
（
彩
雲
收
鳳
臺

秋
露
冷
）」

楊
果
「
翠
裙
腰
（
鶯
穿
細
柳
翻
金

翅
）」

陳
鐸
「
粉
蝶
兒
（
冷
雨
梧
桐
）」

無
名
氏
「
鬪

鶉
（
生
的
來

）」

鄭
光
祖「
駐
馬
聽
近（
敗
葉
將
殘
）」

陳
鐸
「
新
水
令
（
碧
桃
花
外
一
聲

鐘
）」

全
元
散
曲

481

頁
全
元
散
曲

1203

・

1745

頁

全
明
散
曲

577

頁
（
18
）

全
元
散
曲

282

頁
全
元
散
曲

1644

頁
（
17
）

全
元
戲
曲

第
五
册

316

頁
（
16
）

全
元
散
曲

1844

頁

雍
熙
樂
府

卷
十
四
（
15
）

全
元
散
曲

1823

頁

全
元
散
曲

10

頁
全
明
散
曲

579

頁
全
明
散
曲

5475

頁

全
元
散
曲

465

頁
全
明
散
曲

576

頁



明
代
の
檃
括
と
そ
の
周
邊

四
八

こ
の
一
覽
に
よ
っ
て
、
沈
璟
が
北
曲
を
南
曲
へ
と
作
り
變
え
た
十
九
套
數（
19
）は
、

す
べ
て
そ
の
行
爲
を
、「
翻
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
翻
」
に
つ
い
て

は
、例
え
ば
白
居
易
「
琵
琶
引
」
に
「
莫
辭
更
坐
彈
一
曲
、爲
君
翻
作
琵
琶
行
（
辭

す
る
莫
か
れ
更
に
坐
し
て
一
曲
を
彈
け
、
君
が
爲
に
翻

ひ
る
が
えし
て
琵
琶
行
を
作
ら
ん
）」

と
あ
る
。
こ
の
「
琵
琶
引
」
の
例
は
、
琵
琶
の
音
色
を
詩
に
移
し
替
え
る
こ
と
を

言
う（
20
）。
對
し
て
、
沈
璟
の
例
で
は
、「
翻
」
は
北
曲
を
南
曲
へ
移
し
替
え
る
こ
と

を
言
う
。
ち
な
み
に
『
太
霞
新
奏
』
以
外
に
も
、
沈
自
晉
『
南
詞
新
譜
』
は
、『
曲

海
靑
冰
』
か
ら
合
計
で
三
曲
を
引
く（
20
）。

上
記
の
一
覽
の
中
で
、原
作
と
の
比
較
を
お
こ
な
い
や
す
い
の
は
、曲
題
を
「
秋

閨
、
翻
鄭
德
輝
北
詞
（
秋
閨
、
鄭
德
輝
の
北
詞
を
翻
す
）」
と
し
、
原
作
を
明
示

す
る
「
駐
馬
聽
（
敗
葉
蕭
蕭
）」
套
數
だ
ろ
う
。
鄭
光
祖
、
字
は
德
輝
の
原
作
は
、

元
・
楊
朝
英
『
太
平
樂
府
』
卷
六
に
見
え
る
。
そ
れ
で
は
、
鄭
光
祖
の
原
作
と
沈

璟
が
翻
し
た
も
の
と
を
、
首
曲
の
み
を
取
り
出
し
て
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
し
た

い
。

　

沈
璟
「
南
中
呂
・
駐
馬
聽
」
曲

　

  

敗
葉
蕭
蕭
。
雨
霽
天
高
摧
木
杪
。
江
鄕
瀟
洒
、
衰
柳
千
株
、
籠
罩
平
橋
。
露

寒
波
冷
翠
荷
凋
。
露
濃
霜
重
丹
楓
老
。
景
色
寥
寥
。
晴
虹
散
彩
、落
霞
餘
照
。

　

鄭
光
祖
「
北
雙
調
・
駐
馬
聽
近
」
曲

　

  

敗
葉
將
殘
、
雨
霽
風
高
摧
木
杪
。
江
鄕
瀟
洒
、
數
株
衰
柳
罩
平
橋
。
露
寒
波

冷
翠
荷
凋
。
霧
濃
霜
重
丹
楓
老
。
暮
雲
收
、
晴
虹
散
、
落
霞
飄
。

鄭
光
祖
「
駐
馬
聽
近
」
が
四
十
五
字
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
沈
璟
「
駐
馬
聽
」

は
四
十
九
字
で
あ
る
。
沈
璟
「
駐
馬
聽
」
に
は
、
原
作
に
見
ら
れ
な
い
十
字
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。
原
作
「
將
殘
（
將ま
さ

に
殘
す
）」
を
、
第
一
句
目
で
は
「
蕭
蕭
」

と
す
る
が
、
ど
ち
ら
も
落
葉
に
よ
っ
て
ま
ば
ら
に
な
っ
た
樣
子
を
言
う
點
で
共
通

す
る
。
原
作
が
「
風
高
」
と
し
て
風
の
強
さ
を
言
う
の
に
對
し
て
、
第
二
句
目
は

こ
れ
を
「
天
高
」
に
改
め
、
秋
空
の
高
さ
を
表
現
し
て
お
り
、
雙
方
に
は
隔
た
り

が
あ
る
。
原
作
が
「
數
株
」
と
表
現
す
る
と
こ
ろ
を
、
第
四
句
目
は
「
千
株
」
と

す
る
が
、「
數
」
と
「
千
」
で
は
規
模
が
か
な
り
異
な
る
。
原
作
「
罩
」
を
、
第

五
句
目
で
は
「
籠
罩
」
と
す
る
が
、『
抱
朴
子
』
内
篇
・
暢
玄
に
「
其
高
則
冠
蓋

乎
九
霄
、
其
曠
則
籠
罩
乎
八
隅
（
其
の
高
き
こ
と
則
ち
九
霄
を
冠
蓋
し
、
其
の
曠

き
こ
と
則
ち
八
隅
を
籠
罩
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
籠
」「
罩
」
は
と
も
に
「
こ
む
」

と
い
う
同
訓
の
こ
と
ば
で
あ
り
、
新
た
な
意
味
は
加
わ
ら
な
い
。
第
八
句
目
「
景

色
寥
寥
」は
、原
作
に
對
應
す
る
語
句
を
見
出
せ
な
い
。
第
九
句
目
は
、原
作
に「
彩
」

字
を
加
え
、「
晴
虹
散
彩
（
晴
虹 

彩
を
散
ず
）」
と
す
る
。
た
と
え
ば
「
彩
虹（
22
）」
と

い
う
言
葉
は
、
虹
の
視
角
的
屬
性
で
あ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
、
す
な
わ
ち
「
彩
」
を
、

特
に
取
り
出
し
て
修
飾
語
と
し
て
加
え
た
も
の
で
あ
る
。「
彩
」
は
、「
虹
」
と
い

う
言
葉
の
中
に
視
角
的
屬
性
と
し
て
す
で
に
内
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
は
、

「
白
雪
」「
黑
夜
」な
ど
多
く
見
ら
れ
る
。
第
九
句
目
は
、「
虹
」と
の
連
想
か
ら「
彩
」

字
を
加
え
る
。
強
い
て
原
作
「
晴
虹
散
（
晴
虹
散
ず
）」
と
の
違
い
を
述
べ
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
色
彩
に
よ
り
注
意
を
惹
き
つ
け
る
も
の
の
、
こ
の
一
句
に
新
た
な

解
釋
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
第
十
句
目
の
「
餘
照
」
は
、
夕
霞
を
赤
く

染
め
る
落
陽
を
言
う
が
、
こ
れ
は
原
作
に
は
登
場
し
な
い
。

よ
っ
て
原
作
と
の
差
異
を
際
立
た
せ
る
言
葉
は
「
天
」「
千
」「
景
色
寥
寥
」「
餘



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
九
號

四
九

照
」
で
あ
る
。
特
に
「
景
色
寥
寥
」
は
、
一
句
全
體
が
原
作
に
見
ら
れ
な
い
點
で

際
立
つ
。
沈
璟
の
改
變
は
、
ほ
ぼ
原
作
を
襲
っ
て
お
り
、
原
作
か
ら
逸
脱
し
な
い

語
句
を
選
ぶ
配
慮
を
感
じ
取
れ
る
が
、
部
分
的
に
原
作
に
囚
わ
れ
な
い
表
現
も
目

立
つ
。

沈
璟
は
、
な
ぜ
北
曲
を
翻
し
南
曲
へ
と
作
り
變
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

當
時
、
北
曲
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
と
關
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
沈
璟
が

活
躍
し
た
時
期
の
、
北
曲
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
は
、
明
・
顧
起
元
『
客
座
贅

語
』
卷
九
・
戲
劇
に
、

　

  

南
都
萬
曆
以
前
、
公
侯
與
縉
紳
及
富
家
、
凡
有
讌
會
、
小
集
多
用
散
樂
、
或

三
四
人
、
或
多
人
、
唱
大
套
北
曲
、
樂
器
用
箏
𥱧
琵
琶
三
絃
子
拍
板
。
若
大

席
、
則
用
敎
坊
打
院
本
、
乃
北
曲
大
四
套
者
、
中
間
錯
以
撮

圈
舞
觀
音
、

或
百
丈
旗
、
或
跳
隊
子
。
後
乃
變
而
盡
用
南
唱
、
歌
者
祗
用
一
小
拍
板
、
或

扇
子
代
之
、
間
有
用
鼓
板
者
。

　
　

  

南
都
は
萬
曆
以
前
、
公
侯
と
縉
紳
及
び
富
家
と
、
凡
そ
讌
會
有
ら
ば
、
小

集
は
多
く
散
樂
を
用
い
、
或
い
は
三
四
人
、
或
い
は
多
人
、
大
套
の
北
曲

を
唱
い
、
樂
器
は
箏
・
𥱧
・
琵
琶
・
三
絃
子
・
拍
板
を
用
う
。
大
席
の
若

き
は
、
則
ち
敎
坊
を
用
い
て
院
本
を
打
し
、
乃
ち
北
曲
の
大
四
套
な
る
者
、

中
間
に
錯
え
る
に
撮

圈
・
舞
觀
音
、
或
い
は
百
丈
旗
、
或
い
は
跳
隊
子

を
以
っ
て
す
。
後
に
乃
ち
變
じ
て
盡
く
南
唱
を
用
い
、
歌
う
者
祗
だ
一
小

拍
板
を
用
い
、
或
い
は
扇
子
も
て
之
に
代
う
、
間
ま
鼓
板
を
用
い
る
者
有

り
。

と
あ
り
、
萬
曆
に
な
る
と
南
曲
に
壓
倒
さ
れ
て
、
北
曲
は
衰
亡
し
て
い
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
明
・
沈
德
符
『
萬
曆
野
獲
編
』
卷
二
十
五
・
絃
索
入
曲
に
も
、

　

  

嘉
隆
間
、
度
曲
知
音
者
、
有
松
江
何
元

。
畜
家
僮
習
唱
、
一
時
優
人
倶
避

舍
。
然
所
唱
俱
北
詞
、尚
得
金
元
蒜
酪
遺
風
。
予
幼
時
猶
見
老
樂
工
二
三
人
、

其
歌
童
也
俱
善
絃
索
、
今
絕
響
矣
。

　
　

  

嘉
隆
の
間
、
度
曲
知
音
の
者
に
、
松
江
の
何
元

有
り
。
家
僮
を
畜
え
唱

を
習
わ
し
め
、
一
時
優
人
倶
に
舍
を
避
く
。
然
る
に
唱
う
所
は
俱
に
北
詞

に
し
て
、
尚
お
金
元
の
蒜
酪
の
遺
風
を
得
。
予
幼
き
時
猶
お
老
樂
工
の

二
三
人
、
其
の
歌
童
も
也
た
俱
に
絃
索
を
善
く
す
る
を
見
る
。
今
絕
響
せ

り
。

と
あ
る
。
沈
德
符
は
、
萬
曆
六
年
（
一
五
七
八
）
に
生
ま
れ
、
崇
禎
十
五
年

（
一
六
四
二
）
に
六
十
五
歳
で
卒
し
て
い
る（
23
）。
す
る
と
沈
德
符
が
、
幼
少
で
あ
っ

た
萬
曆
の
初
め
の
こ
ろ
に
は
、
ま
だ
辛
う
じ
て
北
曲
を
聽
く
機
會
は
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る（
24
）。

沈
璟
が
北
曲
を
翻
し
て
南
曲
へ
と
作
り
變
え
た
の
も
、
こ
う
し
た
北
曲
の
衰
亡

と
關
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
宴
席
で
歌
わ
れ
る
機
會
の
少
な
く
な
っ
て
き
た
北
曲

を
、
い
ま
世
間
を
風
靡
し
て
い
る
南
曲
へ
作
り
變
え
よ
う
と
す
る
意
圖
が
あ
っ
た

の
だ
と
思
わ
れ
る
。

な
お
『
太
霞
新
奏
』
に
は
、
沈
璟
の
ほ
か
に
も
、
沈
璟
の
仲
弟
で
あ
る
沈
瓚
や

卜
世
臣
が
北
曲
を
南
曲
へ
翻
し
た
作
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
沈
璟
と
檃
括

沈
璟
が
北
曲
を
南
曲
へ
移
し
變
え
た
行
爲
を
、『
太
霞
新
奏
』
は
す
べ
て
「
翻
」

と
表
現
し
て
い
た
。
そ
れ
に
對
し
て
、
こ
れ
か
ら
紹
介
し
よ
う
と
す
る
、
沈
璟
が

詞
を
南
曲
へ
と
作
り
變
え
た
例
は
、「
檃
括
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、「
翻
」
と
「
檃



明
代
の
檃
括
と
そ
の
周
邊

五
〇

括
」
は
明
確
に
辨
別
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

以
下
に
『
太
霞
新
奏
』
所
載
の
、
沈
璟
が
詞
に
檃
括
を
加
え
南
曲
へ
と
作
り
變

え
た
二
套
數
を
示
そ
う
。

「
古
輪
臺
（
沒
來
由
）」
套
數
・「
二
郞
神
（
天
若
肯
）」
套
數
と
も
に
、
原
作
を

そ
の
ま
ま
襲
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
以
下
で
は
具
體
的
な
對
比
を
通
し
て
、
こ
の

問
題
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
は
、
沈
璟
「
古
輪
臺
（
沒
來
由
）」
套
數
の
首
曲
と
、
馮
偉
壽
「
春
風
裊

娜
（
被
梁
間
雙
燕
）」
詞
の
上
片
の
み
を
對
比
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

沈
璟
「
南
中
呂
・
古
輪
臺
」
曲

　

  

沒
來
由
。
被
梁
間
雙
燕
說
春
愁
。
梨
花
朝
粉
蕭
疎
後
。
誰
能

逗
。
日
午
花

柔
。
故
遣
蜂
忙
蝶
僽
。
弱
絮
狂
遊
。
沾
衣
惹
袖
。
無
端
飛
上
玉
搔
頭
。
蠶
房

煖
透
。
鳳
管
中
聲
韻
淸
幽
。
把
羅
衫
牢
挽
、
千
金
一
笑
、
春
葱
玉
手
。
邀
取

暫
時
留
。
無
何
有
。
看
隣
牆
桃
影
伴
煙
收
。

　

馮
偉
壽
「
春
風
裊
娜
」
詞
・
上
片

　

  

被
梁
間
雙
燕
、
話
盡
春
愁
。
朝
粉
謝
、
午
花
柔
。
倚
紅
闌
故
與
、
蝶
圍
蜂
遶
、

柳
綿
無
數
、
飛
上
搔
頭
。
鳳
管
聲
圓
、
蠶
房
香
暖
、
笑
挽
羅
衫
須
少
留
。
隔

院
蘭
馨
趁
風
遠
、
隣
牆
桃
影
伴
煙
收
。

馮
偉
壽
「
春
風
裊
娜
」
上
片
が
六
十
一
字
で
あ
る
の
に
對
し
、沈
璟
「
古
輪
臺
」

は
八
十
七
字
で
あ
り
、二
十
六
字
多
い
。
こ
れ
ま
で
檢
討
し
て
き
た
檃
括
作
品
は
、

原
作
よ
り
も
字
數
の
少
な
い
曲
牌
を
選
ん
で
い
た
。
原
作
に
最
小
限
の
改
變
の
み

を
加
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
原
作
の
字
句
を
適
切
に
省
略
し
な
が
ら
再
構

成
す
る
の
が
、
最
も
合
理
的
で
あ
る
は
ず
だ
。
し
か
し
沈
璟
は
、
原
作
よ
り
も
字

數
の
多
い
曲
牌
を
選
擇
し
、
原
作
の
文
字
を
散
り
ば
め
つ
つ
、
そ
の
内
容
を
敷
衍

す
る
。
例
え
ば
、
原
作
の
「
笑
挽
羅
衫
須
少
留
」
が
、
沈
璟
の
檃
括
で
は
「
把
羅

衫
牢
挽
、
千
金
一
笑
、
春
葱
玉
手
。
邀
取
暫
時
留
」
に
對
應
す
る
。「
笑
み
を
浮

か
べ
な
が
ら
衣
を
引
い
て
相
手
を
し
ば
し
留
め
る
」と
い
う
大
意
は
共
通
す
る
が
、

文
辭
は
大
幅
に
敷
衍
さ
れ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
、沈
璟
「
二
郞
神
（
天
若
肯
）」
套
數
は
、「
二
郞
神
」「
集
賢
賓
」

「
鶯
啼
序
」「
琥
珀

兒
墜
」「
尾
聲
」
の
五
曲
か
ら
な
る
。
前
半
の
二
曲
「
二
郞
神
」

「
集
賢
賓
」
は
一
百
十
文
字
、
も
と
と
な
っ
た
程
垓
「
閨
怨
無
悶
（
天
與
多
才
）」

は
九
十
九
文
字
で
あ
る
。
沈
璟
「
二
郞
神
」「
集
賢
賓
」
は
、
程
垓
「
閨
怨
無
悶
」

を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
敷
衍
し
て
述
べ
る
。
こ
の
方
法
は
、
先
に
檢

討
し
た
沈
璟
「
古
輪
臺
」
と
同
樣
で
あ
る
。
後
半
の
三
曲
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
見
て
き
た
作
品
と
は
事
情
が
大
い
に
異
な
る
。「
鶯
啼
序
」
は
「
看
疎
星
映

柳
月
映
雲
。
斷
膓
時
候

緊
。
只
消
得
一
箇
黃
昏
」
と
始
ま
る
が
、
こ
れ
は
宋
・

吳
禮
之
「
雨
中
花
（
眷
濃
恩
重
）」
詞
（『
全
宋
詞
』
二
二
七
八
頁
）
の
下
片
に
、「
漸

入
夜
、
疏
星
映
柳
、
新
月
籠
雲
。
醞
造
一
生
淸
瘦
、
能
消
幾
個
黃
昏
。
斷
膓
時
候
、

垂
深
院
、
人
掩
重
門
」
と
あ
る
の
に
似
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
管
見
の
限
り
相
似
す
る
宋
詞
を
見
い
だ
せ
ず
、
沈
璟
の
創
作
に
か
か
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
沈
璟
「
二
郞
神
」
套
數
は
、
曲
題
に
お
い
て
檃
括
と

二
郞
神

古
輪
臺

曲
牌

天
若
肯

沒
來
由

初
句

閨
情
、
檃
括
宋
人
詩
餘

閨
怨
、
檃
括
宋
人
詩
餘

題
名

程
垓
「
閨
怨
無
悶
（
天
與
多

才
）」

馮
偉
壽
「
春
風
裊
娜
（
被
梁

間
雙
燕
）」

原
作

全
宋
詞

1994

頁

全
宋
詞

3018

頁

原
作
の
掲
載
頁



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
九
號

五
一

言
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
後
半
に
は
規
矩
か
ら
逸
脱
し
た
部
分
を
有
し
て
い

る
と
言
え
る
。

『
太
霞
新
奏
』
に
收
め
ら
れ
た
沈
璟
の
作
品
を
整
理
す
る
と
、
北
曲
を
南
曲
へ

改
編
す
る
行
爲
は
、「
翻
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
對
し
て
、
詞
を
南
曲
へ

改
編
す
る
行
爲
は
、「
檃
括
」
と
呼
ん
で
お
り
、「
翻
」
と
「
檃
括
」
と
は
明
確
に

辨
別
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
沈
璟
の
「
檃
括
」
を
も
考
慮
に
入
れ
て

宋
代
以
來
の
檃
括
を
定
義
し
直
す
と
す
れ
ば
、「
歌
法
の
失
わ
れ
た
作
品
を
、
再

び
歌
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
改
編
を
加
え
詞
曲
へ
作
り
變
え
る
こ
と
」
と
言
え

る
だ
ろ
う
。七

、
王
驥
德
と
檃
括

王
驥
德
（
一
五
四
二
？
〜
一
六
二
三（
25
））
の
『
曲
律
』
卷
四
・
雜
論
第
三
十
九

下
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
條
が
あ
る
。

　

  

宋
詞
見
草
堂
詩
餘
者
、
往
往
妙
絕
、
而
歌
法
不
傳
、
殊
有
遺
恨
。
予
客
燕
日
、

亦
嘗
卽
其
詞
爲
各
譜
今
調
、
凡
百
餘
曲
、
刻
見
方
諸
館
樂
府
。

　
　

  

宋
詞
の
『
草
堂
詩
餘
』
に
見
ゆ
る
者
は
、
往
往
に
し
て
妙
絕
た
れ
ど
も
、

歌
法
傳
わ
ら
ず
、
殊
に
遺
恨
有
り
。
予
燕
に
客
た
る
の
日
、
亦
た
嘗
て
其

の
詞
に
卽
き
て
各
お
の
今
調
を
譜
す
こ
と
を
爲
し
、
凡
そ
百
餘
曲
、
刻
し

て
『
方
諸
館
樂
府
』
に
見
ゆ
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
王
驥
德
は
、『
草
堂
詩
餘
』
に
收
め
ら
れ
た
歌
法
の
傳
わ
ら

な
い
宋
詞
百
餘

を
、
今
調
（
南
曲
）
へ
と
作
り
變
え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
王

驥
德
の
『
方
諸
館
樂
府
』
は
現
存
し
な
い
が
、
そ
の
一
部
は
『
太
霞
新
奏
』『
南

詞
新
譜
』
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
李
惠
綿
『
王
驥
德
曲
論
硏
究
』（
國

立
臺
灣
大
學
出
版
委
員
會
・
一
九
九
二
年
）
の
附
錄
參
「
王
驥
德
以
南
曲
譜
草
堂

詩
餘
十
三
首
」
は
、
王
驥
德
が
詞
を
南
曲
へ
作
り
變
え
た
作
品
を
、
す
で
に
整
理

し
て
い
る
。
こ
れ
に
從
っ
て
、
以
下
に
一
覽
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

黃
鶯
逐

山
羊

梧
葉
墜

羅
袍

梧
葉
襯

紅
花

山
羊
轉

五
更

太
平
花

桂
枝
香

一
封
書

惜
奴
嬌

降
黃
龍

梁
州
序

曲
牌

曉
日
壓
重

簷 山
與
歌
眉

斂 玉
漏
迢
迢

盡 擬
長
門
佳

期
還
誤

闌
干
曲

說
盟
說
誓

紗
窗
外
鳥

啼 山
抹
微
雲

雨
細

墀

春
慵
玉
枕

初
句

譜
韓
夫
人
春

情 譜
蘇
子
瞻
端

午
詩
餘

譜
秦
少
游
贈

妓 譜
辛
幼
安
詩

餘 譜
韓
夫
人
詩

餘 譜
蜀
伎
踏
莎

行
詞

譜
詩
餘
長
相

思
詞

惜
別
譜
秦
少

游
滿
庭
芳
詞

譜
張
宗
瑞
疎

淡
月
詞

春
懷
、
譜
李

玉
賀
新
郞
詩

餘 題
名

小
令

小
令

小
令

小
令

小
令

小
令

小
令

套
數

套
數

套
數
體
制

南
詞
新
譜

卷
十
八
・

商
調
過
曲

南
詞
新
譜

卷
十
八
・

商
調
過
曲

南
詞
新
譜

卷
十
八
・

商
調
過
曲

南
詞
新
譜

卷
十
八
・

商
調
過
曲

南
詞
新
譜

卷
十
四
・

黃
鍾
過
曲

太
霞
新
奏

卷
十
四

太
霞
新
奏

卷
十
四

太
霞
新
奏

卷
十
二

太
霞
新
奏

卷
八

太
霞
新
奏

卷
六

收
錄
書
名

無
名
氏
「
南
鄕
子

（
曉
日
壓
重
簷
）」

蘇
軾「
南
歌
子（
山

與
歌
眉
斂
）」

秦
觀「
南
歌
子（
玉

漏
迢
迢
盡
）」

辛
棄
疾
「
摸
魚
兒

（
更
能
消
幾
番
風

雨
）」
下
片

蔡
眞
人
「
望
江
南

（
闌
干
曲
）」

蜀
妓「
鵲
橋
仙（
說

盟
說
誓
）」

馮
延
巳
「
長
相
思

（
紅
滿
枝
）」

秦
觀「
滿
庭
芳（
山

抹
微
雲
）」

張
輯「
桂
枝
香（
梧

桐
雨
細
）」

李
玉「
賀
新
郞（
篆

縷
銷
金
鼎
）」

原
作

全
宋
詞

3658

頁
（
29
）

全
宋
詞

292

頁
全
宋
詞

468

頁
全
宋
詞

1867

頁

全
宋
詞

3861

頁
（
28
）

全
宋
詞

1603

頁

全
唐
五
代
詞

706

頁
（
27
）

全
宋
詞

458

頁
全
宋
詞

2551

頁
（
26
）

全
宋
詞

1040

頁

原
作
の
掲
載
頁



明
代
の
檃
括
と
そ
の
周
邊

五
二

原
作
の
詞
と
、
王
驥
德
が
作
り
變
え
た
南
曲
と
の
對
比
は
、
す
で
に
上
述
の
李

惠
綿
「
王
驥
德
以
南
曲
譜
草
堂
詩
餘
十
三
首
」
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
王
驥
德
「

兒
入
御
林
（
塵
香
花
盡
）」
と
、
そ
の
も
と
に
な
っ
て

い
る
李
淸
照
「
武
陵
春
（
風
住
塵
香
花
已
盡
）」
を
取
り
上
げ
て
、
對
比
し
て
み

る
こ
と
に
し
た
い
。

　

王
驥
德
「
南
商
調
・

兒
入
御
林
」
曲

　

  「

兒
墜
」
塵
香
花
盡
、
日
晚
倦
梳
頭
。
物
是
人
非
事
事
休
。「
簇
御
林
」
淚

先
流
。
雙
溪
舴
艋
、
戴
不
動
許
多
愁
。

　

李
淸
照
「
武
陵
春
」
詞

　

  

風
住
塵
香
花
已
盡
、
日
晚
倦
梳
頭
。
物
是
人
非
事
事
休
。
欲
語
淚
先
流
。

　

  

聞
說
雙
溪
春
尚
好
、
也
擬
泛
輕
舟
。
只
恐
雙
溪
舴
艋
舟
。
戴
不
動
許
多
愁
。

王
驥
德
「

兒
入
御
林
（
塵
香
花
盡
）」
は
、二
十
九
字
か
ら
な
る
の
に
對
し
て
、

原
作
の
李
淸
照
「
武
陵
春
（
風
住
塵
香
花
已
盡
）」
は
四
十
九
字
か
ら
な
る
。
王

驥
德
「

兒
入
御
林
」
は
、
原
作
か
ら
二
十
字
を
省
略
し
て
再
構
成
す
る
方
法
を

採
っ
て
お
り
、
原
作
に
存
在
し
な
い
文
字
を
一
字
た
り
と
も
使
用
し
な
い
。
こ
れ

は
、
檃
括
と
稱
し
得
る
作
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
以
上
の
一
覽
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
王
驥
德
は
、
詞
を
南
曲
へ
作
り
變

え
る
行
爲
を
、「
譜
」
と
呼
ぶ
。「
譜
」
は
、
先
に
引
い
た
『
曲
律
』
に
も
「
今
調

を
譜
す
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、「
曲
を
つ
け
る
」
こ
と
言
う
。
し
か
し
、
そ
の
實

態
は
、
檃
括
と
稱
し
て
も
い
い
も
の
で
あ
り
、
今
に
殘
さ
れ
た
作
例
は
、
沈
璟
よ

り
も
は
る
か
に
多
い
と
言
え
る
。

八
、
南
曲
か
ら
詞
へ

こ
こ
ま
で
、
明
代
に
お
け
る
檃
括
の
系
譜
を
跡
付
け
て
き
た
。
詞
を
南
曲
へ
作

り
變
え
る
と
言
う
意
味
で
の
檃
括
は
、
嘉
靖
の
頃
に
活
躍
し
た
朱
應
辰
の
作
例
に

は
じ
ま
り
、
沈
璟
を
經
て
、
百
餘

に
檃
括
を
加
え
た
王
驥
德
に
至
っ
て
、
數
量

的
に
頂
點
に
達
す
る
と
言
え
る
。
ま
た
檃
括
を
巡
る
そ
の
周
邊
で
は
、
沈
璟
を
主

な
擔
い
手
と
す
る
、
北
曲
を
南
曲
へ
と
翻
す
行
爲
な
ど
が
生
起
し
て
い
た
。
本
章

で
紹
介
し
た
い
の
は
、
こ
の
檃
括
の
流
れ
に
逆
行
す
る
か
の
よ
う
な
あ
る
營
み
で

あ
る
。

『
新
鐫
出
像
點
板
怡
春
錦
曲（
30
）』
は
、
冲
和
居
士
撰
の
戲
曲
・
散
曲
撰
集
で
、
禮
・

樂
・
射
・
御
・
書
・
數
の
六
集
か
ら
な
る
。『
怡
春
錦
曲
』は
、書
前
に
空
觀
子「
纏

頭
百
練
序
」
が
あ
り
、
ま
た
禮
集
の
卷
頭
書
名
の
み
が
「
新
鐫
出
像
點
板
纏
頭
百

練
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
五
集
で
は
す
べ
て
書
名
が
「
新
鐫
出
像
點
板

怡
春
錦
曲
」
に
改
竄
さ
れ
て
い
る
。
元
來
『
纏
頭
百
練
』
と
い
う
名
で
あ
っ
た
書

物
が
、
書
商
に
よ
っ
て
書
名
を
『
怡
春
錦
曲
』
に
改
竄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考

步
步
入

江
水 兒

逐

山
羊 兒

入

御
林

綠

頻
斟

留
君
住

刀
似
水

塵
香
花
盡

譜
葉
道
卿
別

詞 譜
詩
餘

譜
詩
餘

小
令

小
令

小
令

南
詞
新
譜

卷
二
十
三

下
・
仙
呂
入

雙
調
過
曲

南
詞
新
譜

卷
十
八
・

商
調
過
曲

南
詞
新
譜

卷
十
八
・

商
調
過
曲

葉
淸
臣
「
賀
聖
朝

（
滿
斟
綠

留
君

住
）」

周
邦
彥
「
少
年
遊

（

刀
如
水
）」

李
淸
照
「
武
陵
春

（
風
住
塵
香
花
已

盡
）」

全
宋
詞

119

頁
全
宋
詞

606

頁
全
宋
詞

931

頁
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要　

第
九
號

五
三

え
ら
れ
る（
31
）。
な
お
、
冲
和
居
士
撰
『
新
鐫
出
像
點
板
纏
頭
百
練
二
集
』
が
、
中

國
國
家
圖
書
館
に
現
存
し
て
お
り
、
書
前
に
崇
禎
三
年
（
一
六
三
〇
）
の
「
樂
府

纏
頭
百
練
二
集
引
」
を
附
す
こ
と
か
ら（
32
）、
初
集
で
あ
る
『
纏
頭
百
練
』
の
出
版

は
崇
禎
三
年
よ
り
も
前
で
あ
る
。
ま
た
、『
怡
春
錦
曲
』
書
前
の
「
纏
頭
百
練
序
」

版
心
下
部
に
は
、「
洪
國
良
鐫
」
と
刻
工
の
姓
名
が
見
え
る
。
洪
國
良
に
よ
る
刻

書
活
動
は
、
崇
禎
年
間
に
集
中
す
る
こ
と
か
ら（
33
）、『
纏
頭
百
練
』
の
出
版
も
崇
禎

か
ら
さ
ほ
ど
遡
ら
な
い
時
期
の
出
版
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
す
る
と
、『
纏
頭

百
練
』
の
書
名
を
改
竄
し
た
『
怡
春
錦
曲
』
が
世
に
出
た
の
は
、
お
そ
ら
く
崇
禎

以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
纏
頭
百
練
』
は
現
存
せ
ず
、
書
商
に
よ
る
書
名
の
改

竄
を
經
た
後
印
の
『
怡
春
錦
曲
』
の
み
が
今
に
傳
わ
る
。

こ
の
『
怡
春
錦
曲
』
は
、
書
名
に
「
出
像
」
と
あ
る
よ
う
に
、
各
劇
曲
の
前
に

半
葉
の
插
繪
を
入
れ
る
場
合
が
あ
り
、
合
計
十
五
幅
の
插
繪
を
載
せ
る
。
ま
た
、

插
繪
で
は
な
く
、
楷
書
・
篆
書
・
草
書
な
ど
の
書
法
を
と
も
な
っ
た
詞
が
、
半
葉

を
い
っ
ぱ
い
に
使
用
し
て
插
入
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詞
は
、
劇
曲
を

詞
へ
改
編
し
た
も
の
で
、
合
計
十
三

に
及
ぶ
。
以
下
に
こ
の
十
三

の
詞
を
引

用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

初
醒
山
人
「
浣
溪
沙（
34
）」
紅
梨
花
記

玉
漏
將
殘
月
影
朦○

。
依
微
繡
閣
燭
搖
紅○

。
流
蘇

抱
錦
芙
蓉○

。

春
暖
象
牀
香
浥
鳳
。
金
釵
半
墜
鬢
斜
鬆○

。
靈
魂
竝
入
蕊
珠
宮○

。

押
韻
：『
詞
林
正
韻
』
第
一
部
平
聲
＝
○

文
魔
「
生
查
子
」
錦
箋
記

  

頻
將
玉
杵
祈
、
反
作
金
蟬
計●

。
蒲
柳
一
微
姿
、
敢
與
松
筠
比●

。
花
蕊
借
春
光
、

聊
解

滋
味●

。
憐
惜
賴
東
君
、
未
慣
風
和
雨■

。

押
韻
：『
詞
林
正
韻
』
第
三
部
仄
聲
＝
●

第
四
部
仄
聲
＝
■

生
生
子
「
畫
堂
春
」
玉
合
記

蘭
房
深
處
笑
聲
喧○

。
香
風
圍
雍
嬋
娟○

。
銀
缸
隱
見
貌
增

○

。
情
態
堪
憐○

。

細
細
雲
鬟
零
亂
、
津
津
寶
唾
澂
沾□

。
遊
蜂
慢
簇
淡
幽
黃
。
汗
混
春

○

。

押
韻
：『
詞
林
正
韻
』
第
七
部
平
聲
＝
○

第
十
四
部
平
聲
＝
□

第
二
部
平
聲
＝
△

元
美
「
何
滿
子
」
珠
衲
記

  

滿
地
瓊
瑤
光
閃
、
銅
壺
漏
滴
聲
寒○

。
靑
鳥
殷
勤
潛
揉
約
、
代
將
才
子
相
憐○

。

遂
爾
隨
機
就
計
、
試
看
玉
鏡
姻
連○

。

  

欲
把
朱
提
暗
贈
、
何
辭
雪
印
金
蓮○

。
素
手
相
攜
凝
盼
處
、
等
閑
濮
上
桑
間○

。

片
刻
千
金
難
換
、
結
成
百
歲
良
緣○

。押
韻
：『
詞
林
正
韻
』
第
七
部
平
聲
＝
○

醉
花
老
「
南
柯
子
」
靑
瑣
記

  
玉
宇
神
僊
伴
、
風
流
謫
世
寰○

。
留
情
靑
瑣
廢
眠
餐○

。
就
把
半
天
豐
韻
、
付
靑

鸞○

。

  

峭
壁
雲
端
聳
、
趦
趄
上
亦
難○

。
樹
枝
層
躡
免
盤
桓○

。
畢
竟
攜
雲
握
雨
、
遍
巫

△



明
代
の
檃
括
と
そ
の
周
邊

五
四

山○

。

押
韻
：『
詞
林
正
韻
』
第
七
部
平
聲
＝
○

情
癡
居
士
「
失
調
名（
35
）」
水
滸
記

流
蘇
帳
捲
香
魂
杳●

。
鸚
鵡
把
人
驚
覺●

。
有
客
抱
琴
邀○

。
共
調
頻
含
咲●

。

天
台
肖
路
漫
移
仙
棹●

。
漸
入
蓬
來
壺
島●

。
爲
傍
朔
魂
銷○

。
不
負
西
廂
約●

。

押
韻
：『
詞
林
正
韻
』
第
八
部
仄
聲
＝
●

第
八
部
平
聲
＝
○

風
流
主
人
「
少
年
遊
」
存
孤
記

  

窗
送
荼
縻
月
半
痕○

。
兀
坐
掩
重
門○

。
繡
被
添
香
、
銀
缸
剔

、
翹
首
望
佳
音□

。

  

仙
郞
此
夕
幽
期
準
、
鵲
鴐
渡
河
津○

。
鳳
枕
頻
移
、
金
釵
半
溜
、
無
暇
整
雙
雲○

。

押
韻
：『
詞
林
正
韻
』
第
六
部
平
聲
＝
○

第
十
三
部
平
聲
＝
□

玩
世
君
「
訴
衷
情
」
玉
簪
記

雲
瑣
幽
房
竹
徑
斜○

。
獨
步
訪
僊
姬□

。
情
露
題
紅
佳
句
、
含
愧
解
羅
襦
。

冤

債
、
染
緇
衣□

。
儘
歡
娛
。
今
宵
恩
愛
、
兩
意
綢
繆
、
百
歲
難
移□

。

押
韻
：『
詞
林
正
韻
』
第
十
部
平
聲
＝
○

第
三
部
平
聲
＝
□

第
四
部
平
聲
＝
△

浣
華
傭
「
南
鄕
子
」
紅
鞋
記

  

淸
夜
月
盈
庭○

。
寶
篆
香
消
戶
半
扃○

。
有
約
不
來
膓
欲
斷
、
難
禁□

。
窗
外
風
吹

鐵
馬
聲○

。

  

恍
惚
夢
魂
驚○

。
奇
俊
檀
郞
踐
玉
盟○

。
不
語
嬌
羞
渾
帶
咲
、
歡
欣
。
依
舊
春
生

翡
翠
屛○

。

押
韻
：『
詞
林
正
韻
』
第
十
一
部
平
聲
＝
○

第
十
三
部
平
聲
＝
□

第
六
部
平
聲
＝
△

利
名
外
臣
「
鷓
鴣
天（
36
）」
還
魂
記

  

郊
外
遊
絲
醉
曉
烟○

。
春
山
遍
處
聽
啼
鵑○

。
嫣
紅
姹
紫
撩
人
思
、
看
盡
亭
臺
是

惘
然○

。

  

情
緖
碎
、
夢
兒
圓○

。
領
扣
斜
鬆
衣
帶

○

。
手
抱
郞
腰
嬌
影
顫
、
香
魂
常
遶
牡

丹
前○

。

押
韻
：『
詞
林
正
韻
』
第
七
部
平
聲
＝
○

有
仁
人
「
憶
王
孫
」
玉
玦
記

  

輕
盈
飛
燕
倚
新
粧○

。
半
捲
珠

春
恨
長○

。
忽
間
仙
犬
吠
劉
郎○

。
興
悠
揚○

。
已

曲
淸
歌
入
洞
房○

。

押
韻
：『
詞
林
正
韻
』
第
二
部
平
聲
＝
○

巨
卿
「
秦
樓
月
」
義
俠
記

半
揭●
。
相
挑
兩
目
情
私
洽■

。
情
私
洽■

。
漫
裁
雲
錦
、
玳

陳
設●

。

  

香
醪
式
盞
爲
媒●

。
風
流
一
刻
圖
歡
悅●

。
圖
歡
悅●

。
死
生
盟
誓
、
枕
邊
輕
說●

。

△

△

△



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
九
號

五
五

押
韻
：『
詞
林
正
韻
』
第
十
八
部
入
聲
＝
●

第
十
九
部
入
聲
＝
■

有
容
父
「
漁
家
傲
」
異
夢
記

  

邂
逅
佳
人
深
眷
戀●

。
隔

半
露
芙
蓉
臉■

。
眼
角
撩
予
心
緖
亂●

。
成
嗟
怨●

。
孤

蓬
兀
坐
難
排
遣●
。

  

夢
魂
何
幸
來
花
苑●
。
綺
窗
重
會
多
嬌
面●

。
俛
首
無
言
心
暗
轉●

。
直
靦
腆●

。
片

時
結
就
三
生
願●

。

押
韻
：『
詞
林
正
韻
』
第
七
部
仄
聲
＝
●

第
十
四
部
仄
聲
＝
■

淸
・
戈
載
『
詞
林
正
韻
』
に
よ
っ
て
押
韻
を
示
し
た
が
、生
生
子
「
畫
堂
春
」・

玩
世
君「
訴
衷
情
」・
浣
華
傭「
南
鄕
子
」な
ど
は
押
韻
が
極
め
て
不
揃
い
で
あ
り
、

詞
と
し
て
の
完
成
度
は
、
決
し
て
高
く
な
い
と
言
え
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
詞
が
、

ど
れ
ほ
ど
原
作
に
當
た
る
劇
曲
を
襲
っ
て
い
る
の
か
を
對
比
し
て
確
認
す
る
た

め
、
初
醒
山
人
「
浣
溪
沙
」
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
『
紅
梨
花
記
』
佳
期
か
ら
劇

曲
を
引
用
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。な
お
セ
リ
フ
は
省
略
し
曲
文
の
み
を
示
す
。

『
紅
梨
花
記
』
佳
期

「
瑣
窗
寒
」

  

漏
將
殘
月
影
朦
朦
。
綉
閣
依
微
燭
半
紅
。
流
蘇

抱
、
露
滴
芙
蓉
。
象
床
春

煖
、
香
迷
鳳
親
。
受
用
錦
衾
幽
夢
幸
。
逢
似
雙
雙
竝
入
蕊
珠
宮
。
免
敎
相
思

瘦
損
嬌
容
。

「
前
腔
」

  

兩
相

春
睡
矇
矓
。
夢
裡
綢
繆
怯
曉
鐘
。
金
釵
半
墜
、
雲
鬢
斜
鬆
。
春
衫
重

整
、
麝
蘭
飛
湧
。
似
瑤
臺
月
下
相
逢
。
意
濃
須
臾
鳳
去
嘆
臺
空
。
何
時
再
睹

芳
容
。

對
比
し
て
み
る
と
、
初
醒
山
人
「
浣
溪
沙
」
詞
は
、
ほ
ぼ
「
瑣
窗
寒
」
曲
に
使

用
さ
れ
て
い
る
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
初

醒
山
人
「
浣
溪
沙
」
の
第
五
句
目
「
金
釵
半
墜
鬢
斜
鬆
」
は
、『
紅
梨
花
記
』「
前
腔
」

の
第
三
・
四
句
「
金
釵
半
墜
、
雲
鬢
斜
鬆
」
を
使
用
し
て
い
る
。
初
醒
山
人
「
浣

溪
沙
」
詞
の
全
四
十
八
字
の
中
で
、原
作
に
見
ら
れ
な
い
文
字
は
「
玉
・
搖
・
錦
・

浥
・
靈
・
魂
」
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
初
醒
山
人
「
浣
溪
沙
」
は
、
二
曲
に

跨
っ
て
そ
の
辭
句
を
、
詞
へ
と
作
り
變
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
、
詞
に
檃
括
を
加
え
曲
へ
作
り
變
え
る
營
み
や
、
北
曲

を
南
曲
へ
翻
す
こ
と
は
、
み
な
歌
え
な
く
な
っ
た
も
の
、
或
い
は
歌
う
の
に
不
便

に
な
っ
た
も
の
を
、
再
び
歌
唱
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
こ
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
南
曲
で
作
ら
れ
た
い
ま
舞
臺
の
上
で

歌
唱
可
能
な
も
の
を
、
す
で
に
歌
唱
す
る
も
の
と
し
て
の
役
目
を
終
え
て
い
た
で

あ
ろ
う
詞
へ
と
作
り
變
え
る
營
み
で
あ
る
。
ま
さ
に
檃
括
の
自
然
な
流
れ
に
逆
ら

お
う
と
す
る
行
爲
で
あ
る
が
、
で
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

す
で
に
指
摘
し
た
が
、『
怡
春
錦
曲
』
は
、『
纏
頭
百
練
』
の
書
名
を
改
竄
し
て

で
き
た
書
物
で
あ
る
。『
纏
頭
百
練
』
は
、
全
名
を
『
新
鐫
出
像
點
板
纏
頭
百
練
』

と
い
う
よ
う
に
、「
出
像
」
つ
ま
り
插
繪
入
り
で
あ
る
こ
と
を
賣
り
に
し
て
い
た
。
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お
そ
ら
く
『
纏
頭
百
練
』
を
、『
怡
春
錦
曲
』
と
い
う
書
名
に
改
竄
し
て
出
版
し

よ
う
と
し
た
際
、
插
繪
の
版
木
が
す
で
に
十
三
枚
分
缺
け
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
插
繪
の
缺
け
た
部
分
を
、
何
か
で
補
お
う
と
し
て
思
い
至
っ
た
の
が
、

劇
曲
を
詞
へ
作
り
變
え
、
書
法
を
伴
っ
た
形
で
そ
れ
を
代
わ
り
に
載
せ
る
こ
と

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

で
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
插
繪
の
缺
け
た
部
分
を
、
書
法
を
伴
っ
た
詞
で
補
お
う

と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
も
自
然
で
目
立
た
な
い
方
法
は
、
も
う
一
度
新
た

に
插
繪
を
作
り
直
し
て
、
缺
け
た
部
分
を
補
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
、
繪
師

に
依
賴
し
て
、
そ
の
劇
曲
の

槪
を
一
幅
の
繪
畫
に
仕
立
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
刻

工
に
依
賴
し
て
版
木
に
彫
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。『
纏
頭
百
練
』
を
彫
っ
た
洪
國

良
は
、
例
え
ば
他
に
も
、
散
曲
集
『
吳
騷
合
編
』
の
插
繪
も
彫
っ
て
い
る
が
、
ど

ち
ら
も
精
巧
で
質
の
高
い
仕
事
で
あ
る（
37
）。『
纏
頭
百
練
』
と
同
水
準
の
插
繪
を
準

備
す
る
と
な
る
と
、そ
れ
な
り
の
出
費
は
免
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
對
し
て
、
劇
曲
の
辭
句
を
適
當
に
組
み
合
わ
せ
て
、
詞
に
作
り
直
す
こ

と
は
、
左
程
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。『
怡
春
錦
曲
』
は
詞
の
作
者
と
し
て
、
初

醒
山
人
や
文
魔
な
ど
仰
々
し
い
號
を
掲
げ
て
い
る
が
、
押
韻
の
不
揃
い
な
ど
か
ら

も
分
か
る
通
り
、詞
と
し
て
の
完
成
度
は
全
體
的
に
高
く
な
い
。書
商
が
自
ら
で
っ

ち
上
げ
た
か
、
或
い
は
多
少
心
得
の
あ
る
書
生
に
や
ら
せ
た
と
見
る
の
が
自
然
で

あ
る
。

新
た
に
插
繪
を
作
る
の
で
は
經
費
が
か
か
る
に
し
て
も
、
な
ぜ
そ
の
代
替
と
し

て
書
法
を
と
も
な
っ
た
詞
が
選
ば
れ
た
の
か
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
詞
を

書
法
・
插
繪
と
と
も
に
受
容
す
る
形
は
、『
詩
餘
畫
譜（
38
）』
に
始
ま
る
よ
う
だ
。『
詩

餘
畫
譜
』
は
、黃
冕
仲
に
よ
る
萬
曆
四
十
年
の
跋
を
伴
う
こ
と
か
ら
、『
怡
春
錦
曲
』

の
出
版
に
先
行
す
る
。『
詩
餘
畫
譜
』
は
、
半
葉
に
插
繪
一
幅
を
載
せ
、
も
う
半

葉
に
名
人
の
揮
毫
し
た
宋
詞
一

を
對
に
し
て
載
せ
る
。
揮
毫
し
た
人
物
に
は
、

例
え
ば
陳
繼
儒
や
董
其
昌
な
ど
が
い
る
。
書
法
を
伴
っ
た
詞
が
、
賞
玩
の
對
象
と

し
て
、
插
繪
と
拮
抗
す
る
と
い
う
發
想
は
、
こ
の
『
詩
餘
畫
譜
』
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
と
思
わ
れ
る（
39
）。『
怡
春
錦
曲
』
が
插
繪
の
缺
落
を
、
半
葉
を
い
っ
ぱ
い

に
用
い
て
書
か
れ
た
詞
で
補
お
う
と
し
た
發
想
は
、
多
分
に
こ
の
『
詩
餘
畫
譜
』

の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
劇
曲
を
詞
へ
作
り
變
え
る
營
み
は
、
書
商
が
插
繪
の
缺
落
を
補

う
た
め
に
、『
詩
餘
畫
譜
』
の
發
想
を
借
り
て
、
お
こ
な
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
劇
曲
を
詞
へ
作
り
變
え
る
と
い
う
、
檃
括
を
反
轉
さ
せ
た
行
爲
は
、
書
商

が
間
に
合
わ
せ
の
た
め
に
創
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
れ
以

降
同
じ
よ
う
な
例
を
生
み
出
す
こ
と
な
く
、『
怡
春
錦
曲
』
に
載
せ
る
十
三

が

最
初
で
最
後
の
試
み
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、『
怡
春
錦
曲
』
が
載
せ
る
十
三

の
詞
は
、『
全
明
詞
』（
中
華
書
局
・

二
〇
〇
四
年
）
や
『
全
明
詞
補
編
』（
浙
江
大
學
出
版
社
・
二
〇
〇
七
年
）
に
は

收
錄
さ
れ
て
い
な
い
。『
怡
春
錦
曲
』
の
出
版
は
、
あ
る
い
は
淸
代
に
ず
れ
込
む

可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、『
怡
春
錦
曲
』
が
載
せ
る
十
三

の
詞
は
、

『
全
淸
詞
・
順
康
卷
』（
中
華
書
局
・
一
九
九
四
〜
二
〇
〇
二
年
）
に
も
收
錄
さ
れ

て
い
な
い
。九

、
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
ま
ず
「
檃
括
」
と
い
う

言
葉
は
、
蘇
軾
の
用
例
だ
け
で
は
な
く
、
沈
璟
の
用
例
を
も
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
れ
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は
「
歌
法
の
傳
わ
ら
な
い
作
品
を
、
再
び
歌
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
改
編
を
加

え
詞
曲
へ
作
り
變
え
る
こ
と
」
と
定
義
で
き
る
。
拙
論
で
は
、
こ
の
新
た
な
檃
括

の
定
義
に
從
っ
て
、
元
明
代
に
起
こ
っ
た
檃
括
と
そ
れ
に
類
す
る
行
爲
を
跡
付
け

よ
う
と
し
た
。

ま
ず
北
宋
・
蘇
軾
は
、
歌
法
の
傳
わ
ら
な
い
陶
淵
明
「
歸
去
來
の
辭
」
を
再
び

歌
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
詞
へ
の
作
り
變
え
を
お
こ
な
い
、
そ
の
行
爲
を
「
檃

括
」
と
言
っ
た
。
そ
の
後
、
宋
代
の
檃
括
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
專
論
が
存
在
す

る
の
で
、
拙
論
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
。
元
代
に
は
阿
魯
威
が
、『
楚
辭
』
九
歌
を
、

散
曲
の
北
曲
小
令
に
作
り
變
え
て
お
り
、
こ
れ
を
「
品
成
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

檃
括
と
言
い
換
え
得
る
行
爲
で
あ
っ
た
。
明
代
の
嘉
靖
頃
に
は
、
朱
應
辰
が
詞
の

歌
法
は
絶
え
た
と
言
い
、
五

の
詞
を
選
び
出
し
、
こ
れ
を
南
曲
套
數
に
作
り
變

え
て
い
た
。
沈
璟
の
作
品
で
は
、
詞
を
南
曲
に
作
り
變
え
る
行
爲
は
、「
檃
括
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
王
驥
德
の
作
品
で
は
、
詞
に
檃
括
を
加
え
南
曲
へ
と
作
り
變

え
る
行
爲
を
「
譜
す
」
と
言
い
、
そ
の
作
例
は
百
餘

あ
っ
た
よ
う
で
、
明
代
の

檃
括
は
王
驥
德
に
至
っ
て
數
量
的
に
頂
點
に
達
す
る
。

以
上
に
ま
と
め
た
檃
括
の
系
譜
の
周
邊
で
は
、
梁
辰
魚
が
南
曲
に
手
直
し
を
加

え
た
「
改
定
」
や
、沈
璟
が
、歌
法
の
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
北
曲
を
南
曲
へ
と
「
翻

す
」
行
爲
が
あ
っ
た
。
沈
璟
の
活
動
は
、
殘
さ
れ
た
作
品
數
か
ら
言
え
ば
、
檃
括

よ
り
も
、
北
曲
を
南
曲
へ
翻
す
方
に
重
點
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
當
時

歌
唱
で
き
た
は
ず
の
南
曲
を
、
も
は
や
歌
法
は
失
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
詞
へ
と

改
編
し
た
例
を
十
三

紹
介
し
た
。
こ
れ
は
檃
括
の
流
れ
に
逆
行
す
る
行
爲
で
あ

る
が
、
そ
の
實
情
は
書
商
が
版
木
の
失
わ
れ
た
箇
所
を
補
う
た
め
に
、
間
に
合
わ

せ
に
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
以
降
大
き
な
潮
流
を
作
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を

限
り
に
作
例
は
見
ら
れ
な
い
。

檃
括
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
宋
一
代
を
檢
討
す
る
だ
け
に
止
ま
っ
て
お
り
、
今

回
拙
論
が
元
明
代
の
檃
括
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
歷
史
的

な
變
遷
を
よ
り
大
き
な
枠
組
み
で
捉
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
檃
括
は
、
宋

代
に
は
詞
へ
作
り
變
え
る
こ
と
を
意
味
し
た
が
、
明
代
に
は
衰
退
し
た
詞
に
代
わ

り
、
曲
へ
の
作
り
變
え
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
歌
謠

文
學
の
流
れ
の
中
で
、
大
き
な
轉
換
で
あ
る
と
言
え
る
。

檃
括
を
は
じ
め
と
す
る
、
詞
曲
類
に
お
け
る
改
編
の
營
み
は
、
明
代
の
文
學
を

論
じ
る
上
で
、
無
視
で
き
な
い
一
端
を
占
め
る
。
し
か
し
、
明
代
文
學
史
が
、
こ

れ
ら
の
營
み
を
積
極
的
に
評
價
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
よ
う
だ（
40
）。

旣
存
の
文
學
に
改
編
を
加
え
る
お
こ
な
い
は
、
二
次
的
な
營
み
に
過
ぎ
な
い
と
見

な
さ
れ
、
文
學
史
か
ら
無
視
さ
れ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
詞
の
受

容
史
を
考
え
る
上
で
、明
代
の
檃
括
は
檢
討
に
値
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
明
代
に
お
け
る
詞
か
ら
曲
へ
の
繼
承
を
論
じ
よ
う
と
す
る
際
、
檃
括
は

重
要
な
視
點
を
提
供
し
て
い
る
。

注（1
）
内
山
精
也
『
蘇
軾
詩
硏
究
―
宋
代
士
大
夫
士
人
の
構
造
』
硏
文
出
版
・
二
〇
一
〇

年
の
第
十
章
に
收
錄
。

（
2
）
前
出
の
、「
蘇
軾
檃
括
詞
考
」
注
四
で
も
、
す
で
に
觸
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
檃
括
と

い
う
言
葉
は
、
古
く
は
『
荀
子
』
性
惡
篇
に
、「
故
枸
木
必
將
待
檃

烝
矯
然
後
直
（
故

に
枸
木
は
必か
な
ら將
ず
檃

・
烝
矯
を
待
ち
て
然
る
後
に
直
し
）」と
あ
る
。
楊
倞
注
に
、「
正

曲
木
之
木
也
（
曲
木
を
正
す
の
木
な
り
）」
と
あ
る
よ
う
に
、檃

は
元
來
「
矯
木
（
た

め
ぎ
）」を
意
味
し
た
。
文
學
批
評
用
語
と
し
て
は
、『
文
心
雕
龍
』熔
裁
に「
檃

情
理
」

と
見
え
、
こ
の
部
分
を
、
興
膳
宏
譯
『
文
心
雕
龍
』（『
世
界
古
典
文
學
全
集
』
第

二
十
五
卷
、
筑
摩
書
房
・
一
九
六
八
年
）
は
「
構
想
を
う
ま
く
整
理
し
」
と
譯
し
て
い
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る
。「

」
字
は
、「
括
」
に
作
る
こ
と
も
あ
り
、
元
至
正
刊
本
『
文
心
雕
龍
』
は
、「
檃

」
に
作
る
が
、明
・
王
惟
儉
『
文
心
雕
龍
訓
故
』
や
淸
・
黃
叔
琳
輯
注
『
文
心
雕
龍
』

な
ど
は
「
檃
括
」
に
作
る
。『
文
心
雕
龍
』
各
版
本
間
の
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
、『
增

訂
文
心
雕
龍
集
校
合
編
』
華
東
師
範
大
學
出
版
社
・
二
〇
一
一
年
に
詳
し
い
。

（
3
）
元
代
に
は
、
詞
樂
が
ま
だ
傳
承
さ
れ
て
お
り
、
確
實
に
歌
唱
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

萩
原
正
樹
「
元
代
に
お
け
る
詞
の
歌
唱
に
つ
い
て
」（『
學
林
』
二
十
號
、
中
國
藝
文
硏

究
會
・
一
九
九
四
年
）、
萩
原
正
樹
「
元
代
中
後
期
の
詞
牌
と
詞
體
」（『
學
林
』

二
十
三
號
、
中
國
藝
文
硏
究
會
・
一
九
九
五
年
）、
中
原
健
二
「
元
代
江
南
に
お
け
る

詞
樂
の
傳
承
」（『
中
國
文
學
報
』
七
十
三
號
、
京
都
大
學
文
學
部
中
國
語
學
中
國
文
學

硏
究
室
・
二
〇
〇
七
年
）
に
詳
し
い
。
な
お
「
元
代
江
南
に
お
け
る
詞
樂
の
傳
承
」
に

よ
れ
ば
、
詞
樂
は
明
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
そ
の
一
部
が
傳
承
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。

（
4
）『
全
宋
詞
』
二
七
四
頁
・
四
七
一
頁
は
、『
唐
宋
諸
賢
絶
妙
詞
選
』
卷
三
を
根
據
と

し
て
、
王

の
作
と
す
る
。

（
5
）『
眉
庵
集
』
卷
十
二
所
收
、詞
題
に
「
答
屠
仲
權
見
寄
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
全
明
詞
』

中
華
書
局
・
二
〇
〇
四
年
、
一
一
九
頁
に
も
見
え
る
。

（
6
）『
全
宋
詞
』
二
二
八
二
頁
は
、
宋
・
趙
聞
禮
『
陽
春
白
雪
』
卷
一
か
ら
採
錄
す
る
。

ま
た
、
宋
・
周
密
『
武
林
舊
事
』
卷
三
に
も
、
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）『
草
堂
詩
餘
』
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
中
田
勇
次
郞
『
讀
詞
叢
考
』
創
文
社
・

一
九
九
八
年
の
「
草
堂
詩
餘
の
版
本
」
に
詳
し
い
。

（
8
）
ほ
か
三
種
の
『
草
堂
詩
餘
』
の
版
本
と
は
、元
至
正
三
年
泰
宇
書
堂
本
『
草
堂
詩
餘
』

（
京
都
大
學
漢
籍
善
本
叢
書
『
群
英
詩
餘
』
同
朋
舍
出
版
・
一
九
八
〇
年
）、
覆
嘉
靖

十
七
年
陳
鍾
秀
校
刊
本
『
草
堂
詩
餘
』（『
四
印
齋
所
刻
詞
』
上
海
古
籍
出
版
社
・

一
九
八
九
年
）、
嘉
靖
荊
聚
校
刊
本
『
草
堂
詩
餘
』（『
四
部
叢
刊
正
編
』
第
一
〇
〇
册
、

臺
灣
商
務
印
書
館
・
一
九
七
九
年
）
を
指
す
。

（
9
）
集
句
詩
の
硏
究
に
は
、
例
え
ば
張
明
華
「
集
句
詩
的
發
展
及
其
特
點
」（『
南
京
師

範
大
學
文
學
院
學
報
』
二
〇
〇
六
年
四
期
）
な
ど
が
あ
る
。

（
10
）
梁
辰
魚
の
生
卒
年
は
、
徐
朔
方
「
梁
辰
魚
年
譜
」（『
晩
明
曲
家
年
譜
』
蘇
州
卷
、
浙

江
古
籍
出
版
社
・
一
九
九
三
年
）
に
よ
る
。

（
11
）『
全
明
散
曲
』
一
三
九
三
頁
の
注
六
十
三
に
よ
る
と
、
沈
靑
門
「
懶
畫
眉
（
小
名
兒

牽
挂
在
心
頭
）」
は
、『
群
音
類
選
』『
吳
騷
二
集
』『
吳
騷
合
編
』『
彩
筆
情
辭
』
に
收

錄
さ
れ
る
。
ま
た
、『
吳
歈
萃
雅
』『
詞
林
逸
響
』『
古
今
奏
雅
』『
南
音
三
籟
』
は
、
こ

れ
を
燕
仲
義
の
作
と
し
て
收
め
る
。
こ
の
中
で
、
ど
れ
が
原
作
に
近
い
の
か
は
判
別
で

き
な
い
。
金
白
嶼
の
散
曲
集
は
萬
曆
刊
本
が
現
存
す
る
が
、
書
名
を
『
坐
隱
先
生
精
訂

金
白
嶼
蕭
爽
齋
樂
府
』（『
北
京
圖
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
集
部
、
書
目
文
獻
出
版
社
・

一
九
八
九
年
序
）
と
言
い
、
汪
廷
訥
が
精
訂
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
12
）
臧
懋
循
「
寄
謝
在
杭
書
」（『
負
苞
堂
文
集
』
卷
四
）
に
「
比
來
衰
懶
日
甚
、
戲
取

諸
雜
劇
爲
刪
抹
繁
蕪
。
其
不
合
作
者
卽
以
己
意
改
之
、
自
謂
頗
得
元
人
三
昧
（
比
來
衰

懶
日
に
甚
し
く
、
戲
れ
に
諸
雜
劇
を
取
り
て
繁
蕪
を
刪
抹
す
る
こ
と
を
爲
す
。
其
の

作の
り
に
か
な
合
わ
ざ
る
者
は
卽た
だ

ち
に
己
の
意
を
以
っ
て
之
を
改
め
、
自
ら
謂
え
ら
く
頗
る
元
人
の

三
昧
を
得
た
り
と
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
臧
懋
循
が
元
雜
劇
に
改
定
を
加
え
た
上
で
、

『
元
曲
選
』
を
編
纂
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
臧
懋
循
が
『
元
曲
選
』
に
お
い
て
お
こ
な
っ

た
改
編
に
つ
い
て
は
、
赤
松
紀
彥
「『
元
曲
選
』
が
め
ざ
し
た
も
の
」（『
田
中
謙
二
博

士
頌
壽
記
念
中
國
古
典
戲
曲
論
集
』
汲
古
書
院
・
一
九
九
一
年
）
に
詳
し
い
。

（
13
）
沈
璟
の
生
卒
年
は
、徐
朔
方
「
沈
璟
年
譜
」（『
晩
明
曲
家
年
譜
』
蘇
州
卷
）
に
よ
る
。

（
14
）『
全
元
散
曲
』
中
華
書
局
・
一
九
六
四
年

（
15
）『
全
明
散
曲
』
三
二
七
七
頁
は
、『
太
霞
新
奏
』
を
根
據
と
し
て
、沈
璟
「
集
賢
賓
（
一

聲
杜
宇
落
照
間
）」
套
數
を
載
せ
、
注
に
お
い
て
「
雍
熙
樂
府
不
注
作
者
」
と
述
べ
る
。

『
雍
熙
樂
府
』
卷
十
四
に
載
せ
る
無
名
氏
「
集
賢
賓
（
一
聲
杜
宇
落
照
間
）」
は
、
北
曲

套
數
で
「
集
賢
賓
」「
逍
遙
樂
」「
金
菊
香
」「
浪
來
裡
」「
高
平
調

」
か
ら
な
る
。
一

方
の
沈
璟
の
作
は
、
南
曲
套
數
で
「
集
賢
賓
」「
前
腔
」「
黃
鶯
兒
」「
前
腔
」「
尾
聲
」

か
ら
な
る
。『
全
明
散
曲
』
は
、
兩
作
を
同
一
作
品
と
見
な
し
、『
雍
熙
樂
府
』
卷
十
四

所
收
の
作
品
を
收
め
な
い
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
沈
璟
「
集
賢
賓
（
一
聲
杜
宇
落

照
間
）」
は
、『
雍
熙
樂
府
』
卷
十
四
所
收
の
北
曲
套
數
「
集
賢
賓
（
一
聲
杜
宇
落
照
間
）」

を
、
南
曲
へ
翻
し
た
も
の
で
あ
り
、
兩
作
は
別
々
の
作
品
で
あ
る
。

（
16
）『
全
元
戲
曲
』人
民
文
學
出
版
社
・
一
九
九
〇
年
。

仲
誼「
死
葬
鴛
鴦
塚
」雜
劇
は
、

『
詞
林
摘
艷
』
卷
八
・『
雍
熙
樂
府
』
卷
八
・『
北
詞
廣
正
譜
』
南
呂
宮
に
よ
っ
て
一
部

分
の
み
が
傳
わ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
趙
景
深
『
元
人
雜
劇
鉤
沈
』
上
海
古
典
文
學
出
版

社
・
一
九
五
六
年
に
詳
し
い
。

（
17
）『
太
霞
新
奏
』
は
、「
金
梧
桐
（
煙
消
楊
柳
絲
）」
の
作
者
に
つ
い
て
、
目
錄
部
分
で

は
沈
璟
（
字
は
伯
英
）
と
す
る
が
、本
文
中
で
は
沈
自
晉
（
字
は
伯
明
）
と
す
る
。
な
お
、

こ
の
こ
と
は
『
全
明
散
曲
』
三
二
九
六
頁
の
注
十
四
に
お
い
て
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

（
18
）
こ
の
作
は
、
作
者
名
の
部
分
に
、「
沈
伯
英
（
墨
憨
齋
改
）」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、沈
璟
（
字
は
伯
英
）
が
、陳
鐸
（
號
は
秋
碧
）
の
北
曲
を
南
曲
に
翻
し
た
も
の
に
、

さ
ら
に
墨
憨
齋
こ
と
馮
夢
龍
が
改
定
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
分
か
る
。

（
19
）
こ
の
ほ
か
に
、『
太
霞
新
奏
』
卷
十
四
所
收
の
、
曲
題
を
「
翻
北
詞
閨
情
」
と
す
る

無
名
氏
小
令
「
金
絡
索
（
春
光
只
剩
三
）」
は
、『
吳
騷
二
集
』『
詞
林
逸
響
』『
古
今
奏
雅
』

で
は
沈
璟
の
作
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
こ
と
は
、『
全
明
散
曲
』
三
二
九
六
頁

の
注
二
に
詳
し
い
。

（
20
）
川
合
康
三
『
白
樂
天
詩
選
』
上
（
岩
波
書
店
・
二
〇
一
一
年
）
は
、「
翻
作
」
に
「
音

樂
を
詩
に
移
し
替
え
る
」
と
注
す
る
。
新
釋
漢
文
大
系
『
白
氏
文
集
』
二
下
（
明
治
書



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
九
號

五
九

院
・
二
〇
〇
七
年
）
は
、「
翻
」
に
「
琵
琶
の
音
を
、
言
葉
に
移
し
替
え
て
樂
府
詩
に

仕
立
て
る
」
と
注
す
る
。

（
21
）『
南
詞
新
譜
』
卷
十
二
・
南
呂
過
曲
に
、「
宜
春
令
（
銀
箏
按
）」
を
載
せ
、「
詞
出

曲
海
靑
冰
（
詞
は
『
曲
海
靑
冰
』
に
出
づ
）」
と
あ
る
。
卷
十
八
・
商
調
過
曲
に
「
山

坡
羊
（
學
取
劉
伶
不
戒
）」
を
載
せ
、「
曲
海
靑
冰
」
と
注
す
る
。
卷
二
十
三
下
・
仙
呂

入
雙
調
過
曲
に
「
松
下
樂
（
佳
人
玉
腕
枕
香
腮
）」
を
載
せ
、「
曲
海
靑
冰
」
と
注
す
る
。

（
22
）「
彩
虹
」
の
用
例
は
、
例
え
ば
『
文
選
』
卷
二
十
七
の
沈
約
「
早
發
定
山
（
早
に
定

山
を
發
す
）」
詩
に
「
標
峰
綵
虹
外
、
置
嶺
白
雲
間
（
峰
を
綵
虹
の
外
に
標
げ
、
嶺
を

白
雲
の
間
に
置
く
）」
と
あ
る
。

（
23
）沈
德
符
の
生
卒
年
は
、李
文
衡「
淸
代
禁
書
版
本
叢
談
―『
萬
曆
野
獲
編
』專
稿
」（『
四

川
圖
書
館
學
報
』
一
九
九
〇
年
四
期
）
が
、
淸
鈔
本
『
萬
曆
野
獲
編
』
か
ら
引
用
す
る

姚
士

「
沈
景
倩
孝
廉
行
状
」・
沈
純
祉
「
行
状
」
に
よ
る
。

（
24
）
以
上
に
述
べ
た
北
曲
の
衰
亡
に
つ
い
て
は
、
劉
蔭
柏
「
北
曲
在
明
代
衰
亡
史
略
考
」

（『
復
旦
學
報
（
社
會
科
學
版
）』
一
九
八
五
年
第
二
期
）
を
參
考
に
し
た
。

（
25
）
王
驥
德
の
生
卒
年
は
、
徐
朔
方
「
王
驥
德
呂
天
成
年
譜
」（『
晩
明
曲
家
年
譜
』
浙

江
卷
）
に
よ
る
。

（
26
）『
全
明
散
曲
』
三
二
七
三
頁
は
、「
降
黃
龍
（
雨
細

墀
）」
を
沈
璟
の
作
と
し
て
收

め
る
。『
太
霞
新
奏
』
は
、
總
目
に
お
い
て
作
者
名
を
王
驥
德
（
字
は
伯
良
）
と
し
、

卷
八
目
錄
・
本
文
で
は
作
者
名
を
沈
璟
（
字
は
伯
英
）
と
す
る
。
ま
た
「
降
黃
龍
（
雨

細

墀
）」
の
尾
注
に
は
、「
伯
良
譜
詩
餘
爲
曲
共
百
餘
章
、
然
未
能
盡
更
其
韻
。
余
第

於
合
韻
者
拔
其
尤
數
篇
（
伯
良
詩
餘
に
譜
し
て
曲
と
爲
す
こ
と
共
に
百
餘
章
、
然
れ
ど

も
未
だ
能
く
盡
く
は
其
の
韻
を
更
え
ず
。
余
第
だ
合
韻
の
者
に
於
い
て
其
の
尤
た
る
數

篇
を
拔
く
）」
と
あ
り
、
こ
の
尾
注
に
よ
れ
ば
王
驥
德
（
字
は
伯
良
）
の
作
で
あ
る
。

李
惠
綿
「
王
驥
德
以
南
曲
譜
草
堂
詩
餘
十
三
首
」
は
、
尾
注
を
根
據
と
し
て
、「
降
黃

龍
（
雨
細

墀
）」
を
王
驥
德
の
作
と
み
な
す
。
拙
論
で
も
、
本
作
を
王
驥
德
の
作
と

み
な
す
こ
と
と
す
る
。

（
27
）『
全
唐
五
代
詞
』
中
華
書
局
・
一
九
九
九
年

（
28
）
王
驥
德
は
「
譜
韓
夫
人
詩
餘
（
韓
夫
人
の
詩
餘
に
譜
す
）」
と
言
う
が
、『
全
宋
詞
』

は
『

溪
漁
隱
叢
話
』
を
根
據
と
し
て
蔡
眞
人
の
作
と
す
る
。『

溪
漁
隱
叢
話
』
前

集
卷
五
十
八
は
、「
望
江
南
」
と
し
て
該
詞
を
收
め
、
後
集
・
卷
三
十
八
は
、「
法
駕
導

引
」
と
し
て
上
片
の
み
を
收
め
る
。
後
集
・
卷
三
十
八
に
は
、「
復
齋
漫
錄
云
、
李
定

記
宣
和
中
太
學
士
人
、
飮
於
任
氏
酒
肆
。
忽
有
一
婦
人
、
妝
飾
甚
古
、
衣
亦
穿
弊
、
肌

膚
雪
色
、
而
無
左
臂
、
右
手
執
拍
板
乃
鐵
。
爲
之
唱
詞
曰
、
闌
干
曲
。
…
…
。
諸
公
怪

其
辭
異
、卽
問
之
曰
、此
何
辭
也
。
答
曰
、此
上
淸
蔡
眞
人
法
駕
道
引
也
（『
復
齋
漫
錄
』

に
云
う
、
李
定
記
す
に
宣
和
中
の
太
學
士
人
、
任
氏
の
酒
肆
に
飮
む
。
忽
ち
一
婦
人
有

り
、
妝
飾
甚
だ
古
に
し
て
、
衣
も
亦
た
穿
弊
た
り
、
肌
膚
は
雪
色
、
而
し
て
左
臂
無
し
、

右
手
に
拍
板
を
執
る
に
乃
ち
鐵
な
り
。
之
の
爲
に
詞
を
唱
い
て
曰
わ
く
、「
闌
干
曲
。

…
…
」。
諸
公
其
の
辭
の
異
な
る
を
怪
み
て
、
卽
ち
之
に
問
い
て
曰
わ
く
、
此
れ
何
の

辭
な
る
や
と
。
答
え
て
曰
わ
く
、此
れ
上
淸
蔡
眞
人
の
「
法
駕
道
引
」
な
り
）」
と
あ
り
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
「
法
駕
導
引
（
闌
干
曲
）」
の
作
者
は
蔡
眞
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
陳

與
義
「
法
駕
導
引
（
朝
元
路
）」（『
全
宋
詞
』
一
〇
六
八
頁
）
の
小
序
に
は
、「
世
傳
頃

年
都
下
市
肆
中
、
有
道
人
攜
烏
衣
椎
髻
女
子
、
買
斗
酒
獨
飮
。
女
子
歌
詞
以
侑
、
凡
九

皆
非
人
世
語
。
或
記
之
以
問
一
道
士
、
道
士
驚
曰
、
此
赤
城
韓
夫
人
所
製
水
府
蔡
眞

君
法
駕
導
引
也
、
烏
衣
女
子
疑
龍
云
（
世
に
傳
う
る
に
頃
年
都
下
の
市
肆
の
中
、
道
人

の
烏
衣
椎
髻
の
女
子
を
攜
え
る
有
り
、
斗
酒
を
買
い
て
獨
り
飮
む
。
女
子
詞
を
歌
い
て

以
っ
て
侑
め
、
凡
そ
九

皆
人
世
の
語
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
或
ひ
と
之
を
記
し
て
以
っ

て
一
道
士
に
問
う
に
、
道
士
驚
き
て
曰
わ
く
、
此
れ
赤
城
の
韓
夫
人
製
る
所
の
水
府
蔡

眞
君
「
法
駕
導
引
」
な
り
、
烏
衣
の
女
子
疑
う
ら
く
は
龍
な
り
）」
と
あ
り
、
こ
れ
を

合
わ
せ
見
る
と
韓
夫
人
を
作
者
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。

（
29
）『
全
宋
詞
』
は
、『
樂
府
雅
詞
拾
遺
』
卷
下
を
根
據
と
し
て
、
無
名
氏
の
作
と
し
て

該
詞
を
收
め
る
。
な
お
洪
武
本
『
草
堂
詩
餘
』
後
集
卷
下
は
、
孫
夫
人
の
作
と
し
て
收

め
る
。
王
驥
德
は
、「
譜
韓
夫
人
春
情
（
韓
夫
人
の
春
情
に
譜
す
）」
と
い
う
が
、
孫
夫

人
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
30
）『
怡
春
錦
曲
』
は
、『
善
本
戲
曲
叢
刊
』
第
二
輯
六
（
學
生
書
局
・
一
九
八
四
年
）
に

影
印
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、『
續
修
四
庫
全
書
』
第
一
七
七
九
册
や
、『
哈
佛
燕

京
圖
書
館
藏
齊
如
山
小
説
戲
曲
文
獻
彙
刊
』
第
四
十
四
・
四
十
五
・
四
十
六
册
（
國
家

圖
書
館
出
版
社
・
二
〇
一
一
年
）
に
も
影
印
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）『
怡
春
錦
曲
』
が
、『
纏
頭
百
練
』
の
書
名
を
改
竄
し
て
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

王
鋼
「
纏
頭
百
練
」「
怡
春
錦
曲
」（『
戲
劇
通
典
』
解
放
軍
文
藝
出
版
社
・
一
九
九
九

年
の
二
六
四
・
二
六
五
頁
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
32
）
陳
志
勇
「
稀
見
明
末
戲
曲
選
本
四
種
考
述
」（『
文
化
遺
産
』
二
〇
一
四
年
第
一
期
）

（
33
）
例
え
ば
、
崇
禎
十
年
の
序
を
持
つ
『
吳
騷
合
編
』
卷
一
第
三
十
五
葉
の
插
繪
に
「
洪

國
良
刻
」
と
あ
り
、
卷
三
第
三
十
三
葉
の
插
繪
に
も
「
洪
國
良
刻
」
と
あ
る
。
ま
た
孫

楷
第
『
中
國
通
俗
小
說
書
目
』（
人
民
文
學
出
版
社
・
一
九
八
二
年
）
の
卷
六
・
明
淸

小
說
部
乙
・
說
公
案
に
よ
れ
ば
、崇
禎
二
年
の
序
を
持
つ
崢
霄
館
本
『
禪
眞
後
史
』（
日

本
日
光
慈
眼
堂
藏
）
は
、
插
繪
三
十
葉
を
有
し
、
刻
工
の
姓
名
を
「
洪
國
良
鐫
」
と
刻

す
る
と
言
う
。

（
34
）
原
文
は
詞
牌
を
「
山
花
子
」
と
す
る
が
、淸
・
萬
樹
『
詞
律
』
卷
三
に
よ
れ
ば
、「
浣

溪
沙
」
が
正
し
い
。
よ
っ
て
、「
浣
溪
沙
」
に
改
め
る
。

（
35
）
原
文
は
詞
牌
名
を
示
さ
な
い
。
句
型
を
七
六
五
五
八
六
五
五
と
す
る
四
十
七
字
體

の
詞
牌
を
、
萬
樹
『
詞
律
』
や
『
欽
定
詞
譜
』
は
載
せ
な
い
。
ひ
と
ま
ず
、「
失
調
名
」

と
す
る
。



明
代
の
檃
括
と
そ
の
周
邊

六
〇

（
36
）
原
文
は
詞
牌
名
を
示
さ
な
い
が
、
萬
樹
『
詞
律
』
卷
八
に
照
ら
す
と
、「
鷓
鴣
天
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
37
）
鄭
振
鐸
「
中
國
古
代
木
刻
畫
史
略
」（『
中
國
古
代
木
刻
畫
選
集
』
第
九
册
、
人
民

美
術
出
版
社
・
一
九
八
五
年
）
は
、
洪
國
良
の
仕
事
を
「
汪
成
甫
與
項
南
洲
・
洪
國
良

等
合
刻
過
『
吳
騷
合
編
』、
都
功
力
很
深
」
と
評
し
、
ま
た
そ
の
注
で
は
「『
吳
騷
合
編
』

的
插
圖
、
幅
幅
皆
工
麗
異
常
」
と
言
い
、
そ
の
評
價
は
非
常
に
高
い
。

（
38
）『
詩
餘
畫
譜
』
上
海
古
籍
出
版
社
・
一
九
八
八
年

（
39
）『
詩
餘
畫
譜
』
が
後
世
に
與
え
た
影
響
を
示
す
例
と
し
て
は
、
崇
禎
五
年
の
序
を
持

つ
白
話
小
說
『
龍
陽
逸
史
』（
雙
笛
國
際
出
版
・
一
九
九
六
年
）
が
、
半
葉
に
插
繪
を
、

も
う
半
葉
に
書
法
を
伴
っ
た
詞
を
對
に
し
て
載
せ
る
。

（
40
）
例
え
ば
、
游
國
恩
等
主
編
『
中
國
文
學
史
（
修
訂
本
）』
人
民
文
學
出
版
社
・

二
〇
〇
二
年
、
袁
行
霈
主
編
『
中
國
文
學
史
（
第
二
版
）』
高
等
敎
育
出
版
社
・

二
〇
〇
五
年
。
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の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
立
命
館
大
學
經
營
學
部
非
常
勤
講
師
）


